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論
文
要
旨

　

本
稿
は
、
菅
原
道
真
の
漢
詩
漢
文
集
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
用
例
の

あ
る
漢
語
畳
語
、「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
の
四
語
に
つ
い
て
、
中
国

に
お
け
る
用
法
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
本
邦
独
自
の
和
習
的
な
側
面
が
な
い
か
を
含

め
、
道
真
作
品
上
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、

こ
の
四
語
に
つ
い
て
は
中
国
に
お
け
る
用
法
に
従
っ
た
、
正
し
い
意
味
用
法
で
用

い
ら
れ
て
い
る
事
が
確
認
で
き
た
。

　

な
お
、『
菅
家
後
集
』
の
詩
に
お
け
る
「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
は
、
川
口

久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
な
ど
の
注
釈
書
で
「
さ
わ
が
し
い
さ
ま
」
と
言
っ
た
解
釈

が
示
さ
れ
て
お
り
、『
大
漢
和
辞
典
（
第
二
版
）』
の
語
釈
で
も
同
様
の
意
味
記
述

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
唐
代
の
詩
の
例
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
さ
わ
が
し

い
」
等
の
意
味
合
い
は
薄
く
、
端
的
に
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
用
い
て
い
る
例
も
確

認
で
き
、『
菅
家
後
集
』
の
用
例
は
こ
ち
ら
の
中
国
例
に
近
い
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
。
詩
に
お
け
る
言
葉
の
解
釈
に
は
汎
く
用

例
に
当
た
り
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
道
真
の
語
彙
用
法
の
豊
か

さ
を
示
す
一
例
と
し
て
報
告
し
た
い
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【
菅
原
道
真
、
菅
家
文
草
、
菅
家
後
集
、
畳
語
、
鳴
き
声
】

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
安
前
期
に
活
躍
し
た
菅
原
道
真
の
漢
語
研
究
の
一
環
と
し
て
、

そ
の
漢
詩
漢
文
集
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
漢

語
畳
語
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
、
中
国
で
の
用
法
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
何
ら
か
の
和
習
を
帯
び
て
い
る
か
等
に

つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
稿
執
筆
者
は
、
菅
原
道
真
の
用
い
た
漢
語
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
て
き
た
（
安
部
・
中
山
（
二
〇
一
二
）、
中
山
（
二
〇
二
二
甲
）（
二
〇
二
二

乙
）（
二
〇
二
三
））。
本
稿
で
は
、
道
真
の
用
い
た
漢
語
畳
語
の
内
、
動
物
の

鳴
き
声
を
表
し
た
語
彙
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
。
中
山
（
二
〇
二
二
甲
）
に

お
い
て
、
擬
音
語
的
で
意
味
が
中
国
語
音
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
漢
語
畳
語
の
、

本
邦
に
お
け
る
受
容
の
困
難
さ
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
嗷
嗷
」

170

道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究

（
其
四
・
鳴
き
声
を
表
す
畳
語
篇
）「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」

中　
山　
大　
輔

人文21_02t本文.indb   67人文21_02t本文.indb   67 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（68）

人文 21号（2022）

169

「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
は
、
い
ず
れ
も
中
国
語
音
に
よ
っ
て
動
物
の
鳴
き

声
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
。
そ
れ
を
漢
詩
漢
文
に
お

い
て
中
国
で
の
用
法
に
沿
っ
た
意
味
で
用
い
る
た
め
に
は
、
中
国
語
音
で
表
さ

れ
る
微
妙
な
音
感
・
語
感
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

し
た
語
彙
を
道
真
が
作
品
中
で
正
確
に
用
い
て
い
る
の
か
、
所
謂
和
習
が
無
い

か
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
平
安
前
期
の
本
邦
の
文
人
ら
の
中
国
語
へ
の
理
解
の

熟
練
度
を
窺
っ
て
み
た
い
。

二
、
調
査
方
法

　
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
畳
語
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」

「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
国
に
お
け
る
用
法
に
準
じ
た
も
の

で
あ
る
か
、
実
際
の
用
例
に
当
た
り
精
査
を
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に

対
す
る
日
中
双
方
の
辞
書
語
釈
を
確
認
し
、
語
義
解
釈
の
傾
向
が
見
ら
れ
な
い

か
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

【
凡
例
】

◆
用
例
収
集
は
主
に
以
下
に
拠
っ
た

『
全
唐
詩
』、『
唐
宋
詩
全
文
資
料
庫
』、『
宋
詩
（
元
智
大
学
）』、『
漢
籍
電
子

文
献
資
料
庫
』、『
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
劃
』、『
佩
文
韻
府
』、『
大
漢
和
辞

典
（
修
訂
第
二
版
）』、『
学
研
漢
和
大
字
典
』、『
漢
語
大
詞
典
』、『
日
本
国

語
大
辞
典
（
第
二
版
）』

◆
用
例
の
引
用
元

『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
は
川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
72　

菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』（
訓
み
下
し
文
も
引
用
し
た
）、『
全
唐
詩
』
は

『
全
唐
詩
検
索
系
統
』、『
広
韻
』
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
『
大
宋
重

修
広
韻
』
よ
り
引
用
し
た
。
そ
の
他
は
題
名
下
に
都
度
括
弧
﹇　

﹈
書
き
で

引
用
元
の
資
料
・
注
釈
書
名
を
示
し
た
。
参
照
し
た
注
釈
書
類
に
訓
み
下
し

文
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら
も
注
記
の
上
引
用
し
た
。

振
り
仮
名
に
つ
い
て
も
適
宜
引
用
し
た
。
ま
た
、
各
用
例
の
引
用
に
用
い
た

注
釈
書
類
に
つ
い
て
、
本
文
中
で
そ
の
訳
注
等
を
引
用
す
る
際
、
単
に
「
注

釈
書
」
と
略
記
し
た
。

◆
本
稿
で
用
い
た
略
称
（
太
字
）

『
文
草
』
＝
『
菅
家
文
草
』、『
後
集
』
＝
『
菅
家
後
集
』、『
川
口
大
系
』
＝

川
口
久
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
72　

菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』、『
大

漢
』
＝
『
大
漢
和
辞
典
（
修
訂
第
二
版
）』、『
学
研
漢
和
』
＝
『
学
研
漢
和

大
字
典
』、『
漢
詞
』
＝
『
漢
語
大
詞
典
』、『
日
国
』
＝
『
日
本
国
語
大
辞
典

（
第
二
版
）』

◆
用
例
文
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
記
号
を
使
用
し
た

◎
＝
『
文
草
』『
後
集
』
の
用
例
（『
川
口
大
系
』
の
作
品
番
号
も
付
し
、
当

該
畳
語
に
つ
い
て
の
注
も
引
用
し
た
。）

○
＝
『
文
草
』『
後
集
』
以
外
の
用
例

◆
そ
の
他

旧
字
体
に
つ
い
て
は
、
解
釈
に
影
響
の
な
い
限
り
新
字
体
に
改
め
た
。
用
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例
・
引
用
文
の
傍
線
等
は
、
特
記
の
無
い
限
り
本
稿
執
筆
者
が
付
し
た
も
の

で
あ
る
。

三
、『
菅
家
文
草
』
に
お
け
る
畳
語
「
嗷
嗷
」

　
「
嗷
嗷
」
は
『
文
草
』
中
に
一
例
、「
閭
巷
犬
」（
村
里
の
犬
ど
も
・『
川
口
大

系
』
頭
注
）
の
騒
ぐ
声
と
し
て
用
い
た
例
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
は
動
物
の
鳴
き

声
を
表
す
畳
語
を
扱
っ
て
い
く
が
、
こ
の
「
嗷
嗷
」
例
は
実
際
の
イ
ヌ
の
吠
え

る
声
を
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、
民
衆
の
罵
り
の
声
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
動
物
で
は
な
く
人
間
の
声
を
表
し
た
用
例
と
な
る
が
、
そ

の
点
は
措
い
て
、
意
味
用
法
を
考
察
し
て
み
た
い
。

◎
『
菅
家
文
草
』
巻
三　

二
三
六
「
舟
行
五
事
」
五
首
之
五

　
（
前
略
）

納
受
即
言
曰　
　

納だ
ふ
じ
ふ受

し
て
即
ち
言
ひ
て
曰
く

施
主
誠
足
馮　
　
「
施
主　

誠
に
馮た
の

み
ま
つ
る
に
足
れ
り

今
朝
如
不
遇　
　

今
朝　

如
し
遇
ひ
た
て
ま
つ
ら
ざ
ら
ま
せ
ば

屍
僵
遂
無
興　
　

屍か
ば
ね
た
ふ僵
れ
て
遂
に
興た

つ
こ
と
な
か
ら
ま
し
」
と
い
ふ

彼
非
須
我
食　
　

彼
は
我
を
須ま

ち
て
食
ふ
に
非
ず

我
非
知
彼
矜　
　

我
は
彼
を
知
り
て
矜あ
は

れ
ぶ
に
非
ず

嗷
〻
閭
巷
犬　
　

嗷が
う
が
う嗷
た
り　

閭り
よ
か
う巷
の
犬

当
吠
此
僧
朋　
　

当
に
此
の
僧そ
う
ほ
う朋

を
吠
え
よ

　
【
川 

口
頭
注
】
啼
き
の
の
し
る
村
里
の
犬
ど
も
よ
。
嗷
嗷
は
、
衆
口
の
罵
り

叫
ぶ
声
の
さ
ま
。

　

情
景
と
し
て
は
、
口
々
に
罵
る
民
衆
の
声
を
「
嗷
嗷
」
で
表
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。「
吠
」
と
も
あ
る
様
に
、
強
い
口
調
で
罵
る
声
が
想
像
さ
れ
る
。

「
非
難
囂
囂
」
の
「
囂
囂
（
ご
う
ご
う
）」
と
音
が
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
と
意
味

も
近
い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
辞
書
語
釈
か
ら
確
認
し
て
み
る
。

〈「
嗷
嗷
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』　

亦
作
〝
嗸
嗸
〞。
❶
哀
鳴
声；

哀
号
声
。
❷
叫
呼
声；

叫
喊
声
。

❸
衆
口
愁
怨
声
。
❹
形
容
衆
声
喧
雑
。

『
大
漢
』　

㊀
か
ま
び
す
し
く
呼
ぶ
声
。
㊁
衆
人
の
愁
へ
る
声
。
㊂
衆
人
の
罵

り
そ
し
る
声
。
㊃
雁
の
鳴
声
。

『
学
研
漢
和
』　

①
が
や
が
や
と
大
声
で
騒
ぐ
さ
ま
。
②
多
く
の
も
の
が
悲
し

み
や
苦
痛
の
声
を
あ
げ
る
さ
ま
。

『
日
国
』　

口
や
か
ま
し
い
さ
ま
。
特
に
、
不
満
・
批
判
な
ど
の
声
の
さ
わ
が

し
い
さ
ま
。
囂
囂
（
ご
う
ご
う
）。

　

辞
書
に
よ
る
と
、
罵
る
意
味
よ
り
も
「
愁
へ
る
声
」「
悲
し
み
や
苦
痛
の
声
」

の
意
味
が
先
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
川
口
大
系
』
に
お
け
る
『
文

草
』
の
「
嗷
嗷
」
の
解
釈
「
衆
口
の
罵
り
叫
ぶ
声
の
さ
ま
」
に
近
い
語
釈
に
二

重
傍
線
を
付
し
た
が
、『
漢
詞
』『
大
漢
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
第
四
・
第
三
義
に
列
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し
て
い
た
。
た
だ
、『
漢
詞
』
❷
「
叫
呼
声
」
や
、『
大
漢
』
㊀
「
か
ま
び
す
し

く
呼
ぶ
声
」
と
い
う
の
も
、
騒
が
し
い
声
と
考
え
ら
れ
、「
罵
り
叫
ぶ
」
と
通

ず
る
と
も
言
え
よ
う
か
。
ま
た
、
愁
え
も
罵
り
も
、
ど
ち
ら
も
不
満
を
言
う
点

で
は
共
通
し
て
い
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、「
嗷
」
の
字
音
か
ら
、
実
際
ど
の
様
な
擬
音
語
で
あ
っ
た
の
か
を
確

認
し
て
み
た
い
。

〈「
嗷
」
字
音
〉

『
切
韻
』﹇Pelliot. 2011

﹈　

下
平
声
豪
韻
・
五
労
反　

衆
口
愁
※

『
広
韻
』　

下
平
声
豪
韻
・
五
労
切　

衆
口
愁
也
※

『
学
研
漢
和
』（
中
古
音
）ŋ au

※
『
切
韻
』『
広
韻
』
は
、
い
ず
れ
も
「
嗸
」（「
口
」
が
偏
で
は
な
く
脚
に

付
く
）
字
の
記
述
を
引
用
し
た
。
今
回
参
照
し
た
『
切
韻
』
に
は
「
嗷
」

字
の
記
載
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、『
広
韻
』
に
は
「
嗷
」
字
の
意
注

と
し
て
「
上
（
引
用
者
注
・
嗸
）
同
」
と
あ
り
、「
嗷
」
と
「
嗸
」
は
異

体
字
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
学
研
漢
和
』
に
拠
れ
ば
、
中
国
唐
代
の
発
音
と
し
て
は
「
ガ
ウ
」
が
近
い

で
あ
ろ
う
か
。『
切
韻
』『
広
韻
』
の
意
注
に
は
「
衆
口
愁
」
と
あ
り
、「
嗷
」

一
字
で
も
悲
し
み
の
声
を
意
味
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
た
だ
、
悲
し
み
や
罵
り

の
声
と
し
て
「
ガ
ウ
ガ
ウ
」
と
そ
の
ま
ま
発
声
し
た
と
は
想
像
し
づ
ら
い
た
め
、

「
あ
あ
」
の
様
に
実
際
の
場
面
で
口
に
出
す
台
詞
・
間
投
詞
で
は
な
く
、
状
況

を
感
覚
的
に
表
す
オ
ノ
マ
ト
ペ
的
な
語
彙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
国
に
お
け
る
「
嗷
嗷
」
の
用
例
は
、『
全
唐
詩
』
で
も
全
二
十
三
例
確
認

で
き
、
詩
で
も
屢
々
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
以
下
年

代
順
に
三
例
を
挙
げ
る
。
白
居
易
の
例
に
つ
い
て
は
、『
白
氏
文
集
』
に
よ
り

本
文
を
確
認
し
た
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
四
七　

張
九
齢
「
二
弟
宰
邑
南
海
、
見
群
雁
南
飛
、
因
成
詠

以
寄
」

　

鴻
雁
自
北
来　

嗷
嗷
度
煙
景

　

常
懐
稲
粱
恵　

豈
憚
江
山
永

　
　
（
後
略
）

　

張
九
齢
は
盛
唐
の
人
物
で
、
こ
の
詩
で
は
北
か
ら
渡
っ
て
き
た
鴻
雁
の
鳴
き

声
と
し
て
「
嗷
嗷
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
か
ま
び
す
し
い
」「
罵
る
」
と
言

っ
た
意
味
合
い
は
な
く
、
純
粋
に
雁
の
鳴
き
声
を
表
現
し
た
用
例
と
考
え
ら
れ

る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
一
六
四　

李
白
「
空
城
雀
」

　

嗷
嗷
空
城
雀　

身
計
何
戚
促

　

本
与
鷦
鷯
群　

不
随
鳳
凰
族

　

提
携
四
黄
口　

飲
乳
未
嘗
足

　
　
（
後
略
）
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こ
の
李
白
の
用
例
で
は
、
雀
の
鳴
き
声
に
「
嗷
嗷
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と

み
ら
れ
興
味
深
い
。「
雁
」
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
に
つ
い
て
は
、『
大
漢
』

の
第
四
義
に
も
記
載
が
あ
っ
た
が
、
雀
の
鳴
き
声
と
し
て
も
「
嗷
嗷
」
が
用
い

ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
た
だ
、
実
際
の
雀
の
鳴
き
声
と
し
て
は

「
嗷
嗷
（
ガ
ウ
ガ
ウ
）」
で
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
様
に
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
六
句
目
に
「
飲
乳
未
嘗
足
」
と
、
雀
が
空
腹
の
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
と

取
れ
る
表
現
も
あ
り
、
人
間
の
「
罵
り
叫
ぶ
声
」
に
見
立
て
て
雀
の
鳴
き
声
を

「
嗷
嗷
」
と
表
現
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

○
『
白
氏
文
集
』
巻
一
「
夏
旱
詩
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文
集

一
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

旱
日
与
炎
風　
　

旱
日
と
炎
風
と

枯
燋
我
田
畝　
　

我
が
田
畝
を
枯こ

燋せ
う

す

金
石
欲
銷
鑠　
　

金
石
す
ら
銷せ
う
し
や
く鑠

せ
ん
と
欲
す

況
茲
禾
与
黍　
　

況
ん
や
茲こ

の
禾く
わ

と
黍し
よ

と
を
や

嗷
嗷
万
族
中　
　

嗷が
う
が
う嗷

た
る
万
族
の
中

唯
農
最
辛
苦　
　

唯
だ
農
の
み
最
も
辛
苦
す

　

こ
ち
ら
の
白
居
易
の
用
例
で
は
、
旱
魃
に
苦
し
む
民
衆
の
苦
悩
の
声
が
「
嗷

嗷
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。
注
釈
書
に
は
、「
多
く
の
人
々
の
愁
い
嘆
く
声
」
と

語
釈
が
あ
り
、
通
釈
で
は
「
ご
う
ご
う
と
泣
き
叫
ぶ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

「
嗷
嗷
」
を
「
泣
き
叫
ぶ
」
様
子
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
取
る
例
も
あ
る
様
で
あ
る
。

　
『
全
唐
詩
』
以
外
の
「
嗷
嗷
」
の
用
例
と
し
て
は
、『
詩
経
』
一
例
、『
史
記
』

一
例
、『
漢
書
』
一
例
、『
晋
書
』
二
例
、『
魏
書
』
六
例
、『
南
斉
書
』
一
例
、

『
宋
書
』
一
例
、『
三
国
志
』
一
例
の
計
十
四
例
を
確
認
で
き
た
。
以
下
『
詩

経
』
と
『
史
記
』
の
例
を
挙
げ
る
。

○
『
詩
経
』
小
雅　

鴻
雁
之
什
「
鴻
雁
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

詩
経

中
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

　

鴻
雁
于
飛　

哀
鳴
嗸
嗸　
　

鴻
雁
于こ

こ

に
飛
び　

哀
鳴
す
る
こ
と
嗸が
う
が
う嗸

た
り

　

維
此
哲
人　

謂
我
劬
労　
　

此
の
哲
人
は　

我
を
劬く

労ら
う

す
と
謂
は
ん

　

維
彼
愚
人　

謂
我
宣
驕　
　

彼
の
愚
人
は　

我
を
宣せ
ん
け
う驕
な
る
と
謂
は
ん

　

こ
の
『
詩
経
』「
鴻
雁
」
の
例
が
、「
嗷
嗷
（
嗸
は
嗷
の
異
体
字
）」
を
雁
の

鳴
き
声
と
し
て
用
い
た
ご
く
古
い
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
注
釈
書
の
語

釈
に
「「
嗸
嗸
」
は
、
屈
万
里
が
「
嗸
嗸
は
、
愁
苦
の
声
」
と
す
る
に
よ
り
、

鳥
が
哀
し
げ
に
鳴
く
声
の
擬
声
語
」
と
も
あ
り
、「
嗷
嗷
」
は
元
来
「
愁
苦
の

声
」
を
表
す
擬
声
語
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
哀
し
げ
に
鳴
く
」
鳥
（
雁
）
の
声
の

形
容
に
当
て
る
様
に
な
っ
た
、
と
い
う
用
法
の
変
遷
も
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

時
代
が
下
れ
ば
「
嗷
嗷
」
即
ち
雁
の
声
、
と
い
う
認
識
も
出
て
く
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
実
際
の
雁
の
鳴
き
声
を
音
で
描
写
し
た
も
の
が
「
嗷
嗷
」、
と
言
う

訳
で
は
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
雁
（
マ
ガ
ン
）
の
鳴
き
声
が

「
ガ
ウ
ガ
ウ
」
に
聴
き
取
れ
な
く
も
な
い
た
め
、
雁
の
鳴
き
声
の
用
法
が
先
か
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民
衆
の
愁
苦
の
声
の
用
法
が
先
か
は
判
断
が
難
し
く
も
あ
る
。

　
『
詩
経
』
中
に
は
も
う
一
例
、
民
衆
の
愁
苦
の
声
と
し
て
の
「
嗷
嗷
」
の
用

例
が
確
認
で
き
た
が
、
本
文
異
同
が
存
在
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
注
記
で
取
り

上
げ
る
の
み
と
す
る
（
注
一
）。

○
『
史
記
』
巻
六　

秦
始
皇
本
紀
二
世
三
年
（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

史

記　

一
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

今
秦
二
世
立
、　　
　
　
　
　

今
、
秦
の
二
世
立
つ
や
、

天
下
莫
不
引
領
而
観
其
政
。　  

天
下
領く
び

を
引
き
て
其
の
政
を
観
ざ
る
も
の
莫

し
。

夫
寒
者
利
裋
褐
、　　
　
　
　

夫
れ
寒こ

ご

え
た
る
者
は
裋し
ゆ
か
つ褐

を
利
と
し
、

而
饑
者
甘
糟
穅
、　　
　
　
　

而
し
て
饑
ゑ
た
る
者
は
糟
穅
を
甘
し
と
す
。

天
下
之
嗷
嗷
、　　
　
　
　
　

天
下
の
嗷
嗷
た
る
は
、

新
主
之
資
也
。　　
　
　
　
　

新
主
の
資
な
り
。

此
言
労
民
之
易
為
仁
也
。　　

  

此
れ
労つ
か

れ
た
る
民
の
仁
を
為
し
易
き
を
言
ふ

な
り
。

　

こ
の
『
史
記
』
の
「
嗷
嗷
」
例
は
、
注
釈
書
で
は
「
衆
人
の
愁
え
さ
わ
ぐ
形

容
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
秦
始
皇
帝
の
圧
政
に
対
す
る
天
下
の
不
満
を
「
嗷

嗷
」
で
表
し
、
そ
れ
が
却
っ
て
「
新
主
之
資
」、
新
し
い
君
主
に
と
っ
て
は
民

衆
の
心
を
摑
む
好
機
に
な
る
、
と
言
っ
た
文
脈
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
『
史

記
』
の
編
ま
れ
た
前
漢
の
時
期
に
は
、
既
に
「
衆
人
が
罵
り
そ
し
る
声
」（『
大

漢
』
㊁
）
と
し
て
の
「
嗷
嗷
」
の
用
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
今
回
確
認
で
き
た
唐
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
嗷
嗷
」
例
に
つ
い
て
、

意
味
用
法
を
次
の
表
一
に
整
理
し
て
み
た
。

　
表
一
　
唐
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
嗷
嗷
」
の
意
味
用
法

用
例
の
文
体
「
嗷
嗷
」
の
意
味
用
法

用
例
数

用
例
資
料
・
作
者
名

詩

鳥
の

鳴
き
声

雁

7

（13）
『
詩
経
』、
李
端
、
武
元
衡
、
韓
愈
、
他

雀

2

李
白
、
陳
陶

烏

1

儲
光
羲

朱
鳳

1

杜
甫

種
の
特
定
な
し

2

王
勃
、
孟
郊

世
間
の
不
満
・
愁
い
の
声

10

李
白
、
杜
甫
、
柳
宗
元
、
白
居
易
、
他

自
然
の
音
（
雨
音
）

1

杜
甫

散
文

世
間
の
不
満
・
愁
い
の
声

14

『
史
記
』、『
漢
書
』、『
晋
書
』
他

合
計

38

詩
24
例
、
散
文
14
例

　

詩
の
用
例
と
し
て
は
、
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
例
が
計
十
三
例
で
、
世
間

の
不
満
・
愁
い
の
声
と
し
て
の
用
例
も
十
例
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
詩
に
お

け
る
「
嗷
嗷
」
は
、
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
に
つ
い
て
も
、
辞
書
語
釈
の

謂
う
「
衆
人
の
愁
へ
る
声
」「
衆
人
の
罵
り
そ
し
る
声
」
と
し
て
の
用
法
と
同

程
度
の
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
鳥
の
鳴
き

声
で
あ
っ
て
も
、
餌
が
少
な
い
と
言
う
様
な
不
満
を
含
ん
で
い
た
り
、
雁
の
哀

し
げ
な
愁
い
を
含
む
鳴
き
声
と
し
て
の
用
例
も
見
ら
れ
た
。
先
掲
の
『
詩
経
』

例
の
「
哀
鳴
嗷
嗷
」
に
代
表
さ
れ
る
様
な
、
愁
い
や
不
満
を
含
む
鳴
き
声
と
し

て
の
認
識
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
世
間
の
不
満
・
愁
い
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の
声
に
用
い
る
場
合
と
同
系
の
用
法
で
あ
る
と
言
え
、
純
粋
な
鳥
の
鳴
き
声
と

し
て
の
用
法
で
は
な
い
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

対
す
る
散
文
の
例
と
し
て
は
、
今
回
確
認
で
き
た
全
十
四
例
が
世
間
の
不

満
・
愁
い
の
声
の
用
法
で
あ
り
、
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
詩
に
お
け
る
用
法
と
区
別
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

道
真
詩
の
「
嗷
嗷
」
に
つ
い
て
も
、
中
国
の
散
文
や
詩
に
見
ら
れ
る
世
間
の

不
満
・
愁
い
の
声
と
し
て
の
用
法
に
準
拠
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
、
道
真
詩
の
例
で
は
、
民
衆
の
比
喩
で
は
あ
る
が
、「
犬
」
に
「
嗷

嗷
」
を
掛
け
て
い
る
点
で
、
動
物
の
鳴
き
声
に
見
せ
か
け
て
も
い
て
、
中
国
に

お
け
る
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
と
通
じ
る
点
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

中
国
例
と
し
て
は
今
回
、
鳥
以
外
の
動
物
の
鳴
き
声
に
「
嗷
嗷
」
を
用
い
た
例

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
犬
の
吠
え
る
声
に
見
せ
か
け
る
点
は
道
真
独
自

の
用
法
と
も
言
え
る
。

四
、『
菅
家
文
草
』
に
お
け
る
畳
語
「
咬
咬
」

　
「
咬
咬
」
は
鳥
の
鳴
き
声
を
表
す
語
と
し
て
、『
文
草
』
に
次
の
一
例
が
あ
る
。

◎
『
菅
家
文
草
』
巻
六　

四
五
七
「
寒
食
日
、
花
亭
宴
、
同
賦
介
山
古
意
、
各

分
一
字
」
二
首
之
一
（
全
文
）

今
朝
不
到
太
原
郊　
　

今
朝　

太
原
の
郊
に
到
り
し
に
あ
ら
ず

禁
火
思
人
異
代
交　
　

火
を
禁と

ど

め
て
人
を
思
ひ　

代よ

を
異
に
し
て
交ま
じ
はる

遥
計
春
風
綿
上
事　
　

遥
に
計は
か

れ
ら
く
は　

春
風
綿
上
の
事

残
花
灼
〻
鳥
咬
　〻
　

残
ん
の
花
は
灼
灼
た
り　

鳥
は
咬か
う
か
う咬

た
り

【
川
口
頭
注
】
鳥
た
ち
は
し
き
り
に
さ
え
ず
っ
て
い
る
。（
引
用
者
略
）
咬

咬
は
、
鳥
の
囀
る
声
。

【
川
口
補
注
】「
咬
咬
」
は
、
嵆
康
の
詩
に
「
黄
鳥
鳴
い
て
相
追
ふ
、
咬
咬

と
し
て
好
音
を
弄
す
」、
禰
衡
の
鸚
鵡
賦
に
「
采
采
た
る
麗
容
、
咬

咬
た
る
好
音
」
と
あ
る
。

　

詩
題
に
あ
る
「
寒
食
」
は
、
冬
至
か
ら
百
五
日
目
に
行
わ
れ
た
「
火
断
ち
を

し
て
煮
た
き
し
な
い
で
物
を
食
べ
た
」（『
日
国
』）
中
国
由
来
の
風
習
で
あ
る
。

そ
の
日
の
情
景
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
事
か
ら
、「
咬
〻
」
は
春
の
鳥
の
囀
る
声

を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
鳥
の
種
類
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
詩

の
構
成
と
し
て
は
、「
灼
〻
」
と
「
咬
〻
」
が
畳
対
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
脚

韻
字
の
「
郊
」「
交
」「
咬
」
は
韻
だ
け
で
な
く
字
形
と
し
て
も
「
交
」
の
共
通

点
が
あ
っ
て
面
白
い
。

　

ま
ず
「
咬
咬
」
の
辞
書
語
釈
を
確
認
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈「
咬
咬
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』　

鳥
鳴
声
。

『
大
漢
』　
（
カ
ウ
カ
ウ
）
鳥
の
鳴
く
声
。

『
学
研
漢
和
』　
（
カ
ウ
カ
ウ
）
鳥
の
さ
え
ず
る
声
の
形
容
。

『
日
国
』　
（
立
項
な
し
）
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記
載
の
あ
る
い
ず
れ
の
辞
書
で
も
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
意
味
だ
け
が
示
さ

れ
て
お
り
、
用
法
は
ほ
ぼ
一
定
し
た
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
咬
」
の

字
音
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

〈「
咬
」
字
音
〉

　
『
切
韻
』﹇Stein. 2071
﹈
下
平
声
肴
韻
・
古
肴
反　

鳥
声

　
『
広
韻
』
下
平
声
肴
韻
・
古
肴
切　

鳥
声

　
『
学
研
漢
和
』（
中
古
音
）kă u

　
『
切
韻
』『
広
韻
』
に
は
「
鳥
声
」
と
意
注
も
あ
り
、「
咬
」
単
体
で
も
鳥
の

鳴
き
声
を
表
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
ま
た
、『
学
研
漢
和
』
の
音
声
記
号
に
従

え
ば
、「
咬
咬
」
は
「
カ
ウ
カ
ウ
」
に
近
い
音
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
文

草
』
の
詩
に
お
け
る
、
春
に
「
カ
ウ
カ
ウ
」
と
鳴
く
鳥
と
す
れ
ば
、
郭
公
な
ど

が
想
像
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
中
国
に
お
け
る
用
例
を
見
て
み
た
い
。『
全
唐
詩
』
に
「
咬
咬
」
の

用
例
は
四
例
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
で
あ
っ
た
。

以
下
年
代
順
に
掲
載
す
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
一
八
九　

韋
応
物
「
送
洛
陽
韓
丞
東
遊
」

　

仙
鳥
何
飄
颻　

緑
衣
翠
為
襟

　

顧
我
差
池
羽　

咬
咬
懐
好
音

　
　
（
後
略
）

○
『
全
唐
詩
』
巻
五
七
五　

温
庭
筠
「
常
林
歓
歌
」

　

宜
城
酒
熟
花
覆
橋　

沙
晴
緑
鴨
鳴
咬
咬

　

穠
桑
繞
舎
麦
如
尾　

幽
軋
鳴
機
雙
燕
巣

　
　
（
後
略
）

○
『
全
唐
詩
』
巻
六
四
三　

李
山
甫
「
方
干
隠
居
」（
全
文
）

　

咬
咬
嘎
嘎
水
禽
声　

露
洗
松
陰
満
院
清

　

渓
畔
印
沙
多
鶴
跡　

檻
前
題
竹
有
僧
名

　

問
人
遠
岫
千
重
意　

対
客
間
雲
一
片
情

　

早
晚
塵
埃
得
休
去　

且
將
書
剣
事
先
生

○
『
全
唐
詩
』
巻
七
〇
七　

殷
文
圭
「
鸚
鵡
」（
全
文
）

　

丹
觜
如
簧
翠
羽
軽　

随
人
呼
物
旋
知
名

　

金
籠
夜
暗
山
西
夢　

玉
枕
暁
憎
簾
外
声

　

才
子
愛
奇
吟
不
足　

美
人
憐
爾
繡
初
成

　

応
縁
是
我
邯
鄲
客　

相
顧
咬
咬
別
有
情

　

い
ず
れ
の
例
も
、
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、「
好
音
」

「
歓
歌
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、
好
ま
し
い
、
美
し
い
情
景
で
の
鳴
き
声
を
表
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鳥
の
種
類
と
し
て
は
、「
仙
鳥
」（
作
者
名
・
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韋
応
物　

以
下
同
）、「
緑
鴨
」（
温
庭
筠
）、「
水
禽
」（
李
山
甫
）、「
鸚
鵡
」

（
殷
文
圭
）
と
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
お
り
、
特
定
の
鳥
の
鳴
き
声
に
用
い
ら
れ

て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
他
の
「
咬
咬
」
の
中
国
用
例
と
し
て
は
、『
文
選
』
所
収
の
詩
と
賦
に

以
下
の
計
二
例
を
確
認
で
き
た
。

○
『
文
選
』
禰
衡
「
鸚
鵡
賦
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

文
選
（
賦
篇
）

下
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

飛
不
妄
集　

翔
必
択
林
。　

  

飛
び
て
は
妄み
だ

り
に
集と
ど

ま
ら
ず　

翔か
け

り
て
は
必
ず

林
を
択え
ら

ぶ

紺
趾
丹
觜　

緑
衣
翠
衿　
　

紺
趾
丹
觜　

緑
衣
翠
衿
あ
り

采
采
麗
容　

咬
咬
好
音　
　

采さ
い
さ
い采
た
る
麗
容　

咬か
う
か
う咬
た
る
好か
う
い
ん音
あ
り

雖
同
族
於
羽
毛　
　
　
　
　

族
を
羽
毛
に
同
ず
と
雖
も

固
殊
智
而
異
心　
　
　
　
　

固ま
こ
とに
智
を
殊こ
と

に
し
て
心
を
異
に
す

○
『
文
選
』
嵆
叔
夜
「
贈
秀
才
入
軍
」
五
首
之
二
（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

文
選
（
詩
篇
）
上
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

春
木
載
栄　
　

春
木
は
載す

な
はち
栄
え

布
葉
垂
陰　
　

葉
を
布し

き
陰
を
垂
る

習
習
谷
風　
　

習
習
た
る
谷
風

吹
我
素
琴　
　

我
が
素
琴
を
吹
き

咬
咬
黄
鳥　
　

咬か
う
か
う咬

た
る
黄
鳥

顧
疇
弄
音　
　

疇と
も

を
顧
み
て
音い
ん

を
弄
す

　

こ
の
禰
衡
と
嵆
叔
夜
の
用
例
は
、『
川
口
大
系
』
補
注
に
お
い
て
両
例
共

「
咬
咬
」
の
先
行
例
と
し
て
引
か
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
注
釈
書
で
は
「
鳥

の
さ
え
ず
る
声
」
と
語
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、『
全
唐
詩
』
の
例
と
同
じ
意
味

用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
禰
衡
の
例
で
は
題
名

が
「
鸚
鵡
賦
」
の
た
め
「
鸚
鵡
」
で
あ
り
、
嵆
叔
夜
の
例
で
は
「
黄
鳥
」
と
あ

る
が
、
こ
ち
ら
は
注
釈
書
で
は
「
鶯
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
、
中
国
に
お
け
る
「
咬
咬
」
例
を
見
て
き
た
が
、
ど
の
例
も
鳥
の
鳴
き

声
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、『
全
唐
詩
』
と
『
文
選
』

の
全
六
例
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
の
他
の
道
真
以
前
の
中
国
文
献
で
は
用
例
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
散
文
で
は
余
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
語
で
あ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
『
文
草
』
の
「
咬
咬
」
例
は
、
こ
れ
ら
の
「
鳥
の
鳴
き
声
」
と
し
て
の
中
国

の
詩
や
賦
の
用
法
通
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
文
法
面
と
し
て

は
、『
文
草
』
例
で
は
「
残
花
灼
〻
鳥
咬
〻
」
と
句
末
に
「
咬
咬
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
全
唐
詩
』
中
二
例
と
『
文
選
』
の
二
例
は
句
頭
、『
全

唐
詩
』
中
一
例
が
句
中
に
あ
り
、『
全
唐
詩
』
中
一
例
温
庭
筠
の
例
の
み
が
句

末
に
置
く
用
法
で
あ
っ
た
。
句
末
に
「
咬
咬
」
を
用
い
る
の
は
、
中
国
に
お
い

て
は
稀
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
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五
、『
菅
家
後
集
』
に
お
け
る
「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」

　

本
章
で
は
『
後
集
』
に
て
「
喃
喃
嘖
嘖
」
と
し
て
連
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
「
喃
喃
」
と
「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。『
後
集
』
に
お
け
る
用
例
は

次
の
通
り
。

◎
『
菅
家
後
集
』
四
七
七
「
詠
楽
天
北
窓
三
友
詩
」（
部
分
）

　

燕
雀
殊
種
遂
生
一　
　

燕え
ん
じ
や
く雀　

殊た
ね
こ
と種
な
れ
ど
も
生せ
い

を
遂と

ぐ
る
こ
と
一ひ
と

つ
な
り

　

雌
雄
擁
護
遞
扶
持　
　

雌し

雄ゆ
う

擁を
う

護ご

し
て
遞た
が
ひに
扶ふ

持ち

す

　

馴
狎
焼
香
散
華
処　
　

馴な

れ
狎な

れ
た
り　

焼せ
う
か
う
さ
ん
ぐ
ゑ

香
散
華
の
処
と
こ
ろ

　

不
違
念
仏
読
経
時　
　

念ね
む
ぶ
つ
ど
き
や
う

仏
読
経
の
時と
き

を
違た
が

へ
ず

　

応
感
不
嫌
又
不
厭　
　

感か
ん

ず
べ
し　

嫌き
ら

は
ず
ま
た
厭い
と

は
ざ
る
こ
と
を

　

且
知
無
害
亦
無
機　
　

且ま
た

知し

る　

害が
い

も
な
く
ま
た
機き

も
な
き
こ
と
を

　

喃
〻
嘖
〻
如
含
語　
　

喃な
む
な
む
さ
く
さ
く

喃
嘖
嘖
と
し
て
語こ
と

を
含ふ
ふ

め
る
が
如ご
と

し

　

一
虫
一
粒
不
致
飢　
　

一い
つ
ち
う
い
つ
り
ふ

虫
一
粒
す
ら
飢う

ゑ
を
致い
た

さ
ず

　

彼
是
微
禽
我
儒
者　
　

彼か
れ

は
こ
れ
微び

禽き
ん　

我わ
れ

は
儒じ
ゆ
し
や者
な
る
も
の
を

　

而
我
不
如
彼
多
慈　
　

而し
か

る
も
の
を
我わ
れ

は
彼か

れ

が
慈

う
つ
く
し
び

多お
ほ

き
に
如し

か
ず

【
川
口
頭
注
】
喃
喃
は
、
く
ど
く
ど
と
語
る
さ
ま
。
嘖
嘖
は
、
や
か
ま
し
く

言
い
争
う
さ
ま
。
喃
喃
は
、
よ
り
多
く
燕
の
声
に
い
い
、
嘖
嘖
は
、
よ
り

多
く
雀
の
声
に
い
う
。「
含
語
」、
板
本
「
合
語
」
に
作
る
。

　

詩
の
場
面
と
し
て
は
、
読
経
を
し
て
い
る
近
く
に
燕
や
雀
が
飛
ん
で
き
て
、

囀
っ
て
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
川
口
大
系
』
頭
注
に
よ

る
と
、「
喃
喃
」
は
「
く
ど
く
ど
と
語
る
さ
ま
」「
燕
の
声
」、「
嘖
嘖
」
は
「
や

か
ま
し
く
言
い
争
う
さ
ま
」「
雀
の
声
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
喃
喃

嘖
嘖
如
含
語
」
の
句
に
つ
い
て
、
先
行
の
『
後
集
』
注
釈
書
で
は
以
下
の
様
に

解
釈
さ
れ
て
い
た
。

〈「
喃
喃
嘖
嘖
如
含
語
」
の
解
釈
〉

○
清
藤
（
一
九
四
三
）
通
釈
「
仲
よ
く
囀
る
さ
ま
は
恰
も
合
語
す
る
も
の
ゝ
如

く
」

○
清
藤
（
一
九
五
三
）「
か
れ
ら
が
さ
え
ず
る
さ
ま
は
、
ち
よ
う
ど
、
仲
よ
く

お
し
や
べ
り
し
合
つ
て
い
る
よ
う
だ
」

○
清
藤
（
一
九
七
一
）「
か
れ
ら
の
囀
る
さ
ま
は　

ま
る
で
仲
よ
く
睦
言
を
か

わ
し
て
い
る
み
た
い
」

　
【
※
本
稿
執
筆
者
注
・
以
上
三
件
の
清
藤
氏
の
注
釈
書
で
は
、「
喃
喃
嘖
嘖
如

合0

語
」
を
本
文
と
す
る
】

○
柳
澤
（
二
〇
〇
二
）「
燕
の
声
は
ぺ
ち
ゃ
ぺ
ち
ゃ
と
し
ゃ
べ
る
か
の
よ
う
で
、

雀
の
声
は
や
か
ま
し
く
、
何
か
を
言
い
争
う
か
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
」

○
谷
口
（
二
〇
〇
六
）
二
四
七
頁
「「
喃
喃
嘖
嘖
」
は
燕
雀
な
ど
の
鳴
き
声
の

擬
音
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
白
居
易
に
そ
の
使
用
例
を
見
る
。（
引
用
者

中
略
）
白
詩
に
お
い
て
は
こ
の
擬
音
語
に
導
か
れ
て
鳥
を
詠
う
さ
い
に
、
鳥

の
親
子
の
睦
ま
し
さ
を
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
道
真
は
燕
雀
の
「
喃
喃
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嘖
嘖
」
と
い
う
鳴
き
声
に
喚
起
さ
れ
て
、「
彼
是
微
禽
我
儒
者
、
而
我
不
如

彼
多
慈
」
と
、
親
の
子
に
対
す
る
「
慈
」
に
思
い
い
た
る
。」

　

清
藤
氏
は
こ
の
道
真
詩
の
「
喃
喃
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
、
燕
雀
の
「
仲
よ
く
」

囀
る
・
お
し
ゃ
べ
り
し
合
う
・
睦
言
を
か
わ
す
情
景
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

谷
口
氏
は
、「
白
詩
に
お
い
て
は
（
引
用
者
中
略
）
鳥
の
親
子
の
睦
ま
し
さ
を

い
う
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
道
真
詩
の
解
釈
に
も
当
た
る
か
は
明
言
さ
れ

て
い
な
い
が
、「
親
の
子
に
対
す
る
「
慈
」
に
思
い
い
た
る
」
よ
う
な
、
好
意

的
な
鳴
き
声
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
柳
澤
氏
の
解
釈
で
は
、

「
ぺ
ち
ゃ
ぺ
ち
ゃ
と
」「
や
か
ま
し
く
」
と
あ
る
様
に
、『
川
口
大
系
』
頭
注
と

同
じ
く
騒
が
し
い
鳴
き
声
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
様
で
あ
る
。
な
お
、「
喃

喃
嘖
嘖
」
の
後
に
続
く
「
含
語
」
に
つ
い
て
は
、『
川
口
大
系
』
頭
注
に
記
載

の
あ
る
通
り
「
合
語
」
と
す
る
異
文
も
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
解
釈
で
も
詳

し
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
し

く
考
察
し
て
み
た
い
。

　

本
稿
と
し
て
は
、
こ
の
詩
で
は
燕
雀
に
つ
い
て
「
雌
雄
擁
護
遞
扶
持
」（
引

用
二
句
目
）、「
彼
多
慈
」（
引
用
末
句
）
と
言
っ
た
好
意
的
な
表
現
が
あ
る
た

め
、『
川
口
大
系
』
や
柳
澤
氏
の
取
ら
れ
る
「
や
か
ま
し
い
」
と
言
う
様
な
否

定
的
な
解
釈
は
加
え
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
こ
こ
で
の

「
喃
喃
嘖
嘖
」
は
、「
く
ど
く
く
ど
と
」「
や
か
ま
し
く
」
と
言
っ
た
邪
険
に
捉

え
る
意
味
合
い
は
な
く
、
清
藤
・
谷
口
両
氏
の
解
釈
の
様
に
、
燕
雀
の
慈
愛
を

感
じ
さ
せ
る
様
な
、
好
ま
し
い
鳴
き
声
を
表
し
た
擬
音
語
で
あ
る
と
捉
え
る
の

が
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五
─
（
一
）、「
含
語
」
の
本
文
異
同
（「
合
語
」）

　
「
喃
喃
嘖
嘖
」
の
考
察
に
入
る
前
に
、
同
句
末
の
「
含
語
」
と
い
う
語
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
含
語
」
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
『
川
口
大
系
』

頭
注
に
よ
る
と
、
板
本
で
は
「
合
語
」
と
作
る
本
文
異
同
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
そ
の
「
含
語
」
に
つ
い
て
、『
川
口
大
系
』
で
は
「
語こ

と

を
含ふ
ふ

め
る
」
と

訓
読
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
詳
し
い
語
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
先
行
の

注
釈
書
に
お
い
て
も
、
先
掲
の
解
釈
以
上
に
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
含
語
」
の
辞
書
語
釈
を
確
認
す
る
と
、『
漢
詞
』『
大
漢
』『
学
研
漢
和
』

『
日
国
』
に
は
熟
語
と
し
て
立
項
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
道
真
詩
以
外
の
用
例

に
つ
い
て
も
、
今
回
『
全
唐
詩
』
を
含
め
一
例
も
確
認
で
き
ず
、
平
易
な
熟
語

で
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
道
真
詩
に
お
け
る
意
味
と
し
て
は
、『
川

口
大
系
』
で
訓
じ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
燕
雀
の
鳴
き
声
が
「
言
葉
を
含
ん
で
い

る
」
か
の
様
な
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
解
す
る
事
も
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、

現
存
の
作
品
と
し
て
は
道
真
独
自
の
熟
語
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

対
し
て
、
異
文
の
「
合
語
」
に
つ
い
て
は
、
一
例
の
み
『
礼
記
』
に
用
例
を

確
認
で
き
た
。
辞
書
で
は
以
下
の
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

〈「
合
語
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』
指
合
於
君
臣
父
子
長
幼
之
道
的
言
辞
。

『
大
漢
』
礼
式
の
一
つ
。
郷
射
・
郷
飲
酒
・
大
射
・
燕
射
の
時
に
、
先
王
の
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法
を
言
説
し
、
義
理
を
合
会
し
て
告
げ
る
こ
と
。

『
学
研
漢
和
』（
立
項
な
し
）

『
日
国
』（
立
項
な
し
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
「
合
語
」
は
儀
礼
に
関
す
る
固
有
名
詞
で
あ
り
、
今
回
の
道

真
詩
が
こ
の
意
味
で
「
合
語
」
を
用
い
て
い
る
可
能
性
は
低
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、「
合
語
」
に
な
っ
て
い
る
『
菅
家
後
集
』
伝
本
に
つ
い
て
本
文
を

確
認
す
る
と
、
以
下
の
通
り
訓
点
が
振
ら
れ
て
い
た
。

◎
﹇
国
立
公
文
書
館　

慶
長
本
﹈

　

喃 

─〻 

嘖
─々
如
二

合
ヒ

 

─ 

語
ラ
フ
カ

一

◎
﹇
貞
享
四
年
版
本
﹈

　

喃 

─〻 

嘖
─〻　

如
ト
シ

二

合 

─ 

語
ス
ル
カ

一

　
　

※
影
印
参
照
元
は
稿
末
の
参
考
資
料
欄
に
掲
載
し
た
。

　
﹇
国
立
公
文
書
館　

慶
長
本
﹈
の
訓
の
様
に
、「
合
ひ
語
ら
ふ
」
と
い
う
解
釈

で
あ
れ
ば
、
燕
雀
が
囀
り
合
っ
て
い
る
情
景
と
し
て
、
詩
意
に
も
合
う
と
言
え

る
だ
ろ
う
か
。
先
掲
の
清
藤
氏
の
注
釈
で
は
、
こ
の
訓
釈
と
同
様
に
、「
仲
よ

く
睦
言
を
か
わ
し
て
い
る
」
と
の
解
釈
を
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、「
含
語
」
と
「
合
語
」
に
つ
い
て
、
用
例
を
検
索
し
て
校
勘
を
試
み

た
が
、
い
ず
れ
も
中
国
に
お
い
て
確
認
で
き
る
実
例
の
少
な
い
熟
語
で
あ
り
、

ど
ち
ら
が
妥
当
で
あ
る
か
の
判
断
は
つ
か
な
か
っ
た
。
本
稿
と
し
て
は
、
こ
の

詩
句
は
燕
雀
が
経
文
を
口
ず
さ
む
様
な
情
景
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
意
味
の
あ
る
言
葉
（
経
文
）
を
鳴
き
声
に
含
め
て
い
る
様
だ
」
と
言
う
意
味

と
し
て
、「
含
語
」
の
方
が
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
い
。

五
─
（
二
）、「
喃
喃
」
の
中
国
用
例

　

ま
ず
、「
喃
喃
」
の
辞
書
語
釈
を
確
認
し
て
み
る
。

〈「
喃
喃
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』
象
声
詞
。
❶
低
語
声
。
❷
読
書
声
。
❸
鳥
啼
声
。

『
大
漢
』
㊀
く
ど
く
ど
と
語
る
。
㊁
読
書
の
声
。

『
学
研
漢
和
』
も
た
も
た
と
い
つ
ま
で
も
続
け
て
し
ゃ
べ
る
さ
ま
。

『
日
国
』〔
名
〕（
形
動
タ
リ
）（「
喃
」
は
し
ゃ
べ
る
音
、
ま
た
は
し
ゃ
べ
る
意
）

し
ゃ
べ
り
続
け
る
こ
と
。
小
声
で
い
つ
ま
で
も
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
さ

ま
を
い
う
。

　

※
『
漢
詞
』
で
は
、『
大
漢
』
が
「
㊀
く
ど
く
ど
と
語
る
」
の
項
で
引
く

『
北
史
』
の
用
例
（
後
掲
）
に
つ
い
て
、「
❶
低
語
声
」（「
低
語
」
は

「
さ
さ
や
く
」『
大
漢
』）
の
項
に
引
用
し
て
い
る
。

　
『
大
漢
』『
学
研
漢
和
』『
日
国
』
で
は
「
く
ど
く
ど
と
語
る
」「
し
ゃ
べ
り
続

け
る
」
意
味
の
用
法
が
第
一
義
に
あ
り
、
鳥
の
鳴
く
声
と
し
て
の
用
法
は
『
漢

詞
』
の
み
に
記
述
が
あ
っ
た
。
た
だ
、『
漢
詞
』
に
お
い
て
も
「
鳥
の
鳴
き
声
」

と
し
て
の
用
法
は
第
三
義
に
列
し
て
お
り
、
主
な
用
法
と
し
て
は
位
置
づ
け
ら
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れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
。
次
に
「
喃
」
の
字
音
を
確
認
す
る
。

〈「
喃
」
字
音
〉

『
切
韻
』﹇Pelliot. 2011

﹈　

下
平
声
咸
韻
・
女
咸
切　

語
諵

『
広
韻
』　

下
平
声
咸
韻
・
女
咸
切　

詀
諵
也

『
学
研
漢
和
』（
中
古
音
）n・ʌ m

（n・d・ʌ m

）

※
『
切
韻
』『
広
韻
』
は
、
い
ず
れ
も
「
諵
」（
口
偏
で
は
な
く
言
偏
）
字

の
記
述
を
引
用
し
た
。『
広
韻
』
の
「
喃
」
の
項
目
に
は
「
上
（
引
用

者
注
・
諵
）
同
」
と
意
注
が
あ
り
、「
喃
」
と
「
諵
」
は
通
用
字
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
学
研
漢
和
』
の
音
声
記
号
に
基
づ
け
ば
、「
喃
喃
」
は
「
ナ
ム
ナ
ム
」
に
近

い
音
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
音
そ
の
も
の
と
し
て
は
鳥
の
鳴
き
声
を
模
写
し
た

も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、
元
来
は
く
ど
く
ど
と
語
る
意
味
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
中
国
に
お
け
る
用
例
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
『
全
唐
詩
』
に
は
、「
喃

喃
」
の
用
例
は
全
十
二
例
確
認
で
き
た
。
以
下
、
年
代
順
に
三
例
を
挙
げ
て
み

る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
二
六
五　

顧
況
「
李
供
奉
弾
箜
篌
歌
」（
部
分
）

　

大
絃
似
秋
雁　

聯
聯
度
隴
関

　

小
絃
似
春
燕　

喃
喃
向
人
語

　

こ
の
用
例
で
は
、
前
の
二
句
と
対
を
成
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
秋
雁
」

が
「
聯
聯
」
と
飛
ん
で
い
く
様
と
、「
春
燕
」
が
「
喃
喃
」
と
人
に
語
り
掛
け

る
よ
う
に
鳴
く
様
で
、「
大
絃
」
と
「
小
絃
」
の
音
色
を
対
照
的
に
表
現
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
『
白
氏
文
集
』
巻
一
「
燕
詩
示
劉
叟
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏

文
集
一
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

　

辛
勤
三
十
日　

母
瘦
雛
漸
肥　
　

辛し
ん
き
ん勤

三
十
日
、
母
痩
せ　

雛
漸
く
肥
ゆ
。

　

喃
喃
教
言
語　

一
一
刷
毛
衣　
　

 

喃
喃
と
し
て
言
語
を
教
へ
、
一
一　

毛
衣

を
刷
か
い
つ
く
ろふ
。

　

一
旦
羽
翼
成　

引
上
庭
樹
枝　
　

 

一
旦　

羽
翼
成
れ
ば
、
引
き
ゐ
て
庭
樹
の

枝
に
上
ら
し
む
。

　

こ
ち
ら
は
燕
の
母
鳥
が
雛
に
言
葉
を
教
え
る
場
面
に
「
喃
喃
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
次
の
句
に
は
「
一
一
毛
衣
を
刷
ふ
」
と
も
あ
り
、
甲
斐
甲
斐
し
く
言

葉
を
教
え
た
り
、
世
話
を
焼
く
と
言
っ
た
内
容
と
思
わ
れ
る
。
注
釈
書
の
語
釈

で
「
喃
喃
」
は
「
小
声
で
ぼ
そ
ぼ
そ
つ
ぶ
や
く
さ
ま
。
母
ツ
バ
メ
が
子
ツ
バ
メ

に
鳴
き
声
を
教
え
る
様
子
を
想
像
し
て
い
う
。」
と
さ
れ
、
ま
た
通
釈
で
「
ピ

ー
ピ
ー
と
鳴
き
声
を
教
わ
り
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
鳴
き
声
を
人
の
言
葉
の
様

に
聞
き
な
し
て
い
る
表
現
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。「
小
声
で
ぼ
そ
ぼ
そ
つ
ぶ

や
く
」
と
言
う
解
釈
は
、『
日
国
』
の
語
釈
「
小
声
で
い
つ
ま
で
も
し
ゃ
べ
っ
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て
い
る
さ
ま
」
に
近
く
も
あ
る
。
た
だ
、
小
声
と
取
る
必
要
が
あ
る
か
は
疑
問

で
あ
り
、
単
に
長
々
と
囀
り
続
け
て
い
る
様
子
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
六　

寒
山
「
三
百
三
首
之
十
六
」

　
　
（
前
略
）

　

山
果
獼
猴
摘　

池
魚
白
鷺
銜

　

仙
書
一
両
巻　

樹
下
読
喃
喃

　

こ
の
詩
で
は
、「
喃
喃
」
が
樹
の
下
で
書
物
を
読
む
情
景
に
用
い
ら
れ
て
い

る
。「
仙
書
一
両
巻
」
の
文
章
を
ブ
ツ
ブ
ツ
と
口
に
出
し
な
が
ら
読
ん
で
い
る

様
子
で
あ
ろ
う
か
。
寒
山
に
は
も
う
一
例
「
喃
喃
」
の
用
例
が
あ
り
、
そ
ち
ら

も
書
物
を
「
読
」
む
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
道
真
詩
に
お
け
る
「
喃
喃
」

も
、「
読
経
」
の
そ
ば
に
寄
っ
て
き
て
「
含
語
」
す
る
が
ご
と
く
囀
る
燕
の
様

子
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
何
か
を
「
読
」
む
情
景
と
し
て
、
こ
の

寒
山
詩
の
例
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。

　

以
上
三
例
の
『
全
唐
詩
』
所
収
の
「
喃
喃
」
例
を
確
認
し
た
が
、
い
ず
れ
も

何
か
言
葉
を
語
り
掛
け
た
り
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
喋
る
様
子
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
た
。
一
言
二
言
短
く
発
語
す
る
と
言
う
よ
り
は
、
あ
る
程
度
長
い
、

お
喋
り
の
様
な
声
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

詩
以
外
の
道
真
以
前
の
中
国
用
例
と
し
て
は
、
本
稿
の
調
査
で
は
次
の
『
北

史
』
の
一
例
の
み
を
確
認
で
き
た
。

○
『
北
史
』
巻
七
十
一　

列
伝
第
五
十
九　

隋
宗
室
諸
王　

房
陵
王
勇
（
部

分
）﹇
欽
定
四
庫
全
書
﹈

　

又
云
、
諸
王
皆
得
奴
、
独
不
与
我
。
乃
向
西
北
奮
頭
、
喃
喃
細
語
。

　

こ
の
用
例
で
は
波
線
部
が
台
詞
で
、
皆
が
「
奴
」
を
得
て
い
る
の
に
自
分
だ

け
与
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
文
句
を
言
っ
て
い
る
場
面
と
見
ら
れ
る
。

「
細
語
」
は
「
さ
さ
や
く
。
こ
ま
や
か
に
情
を
訴
へ
語
る
。」（『
大
漢
』）
事
で

あ
り
、「
喃
喃
」
は
小
声
で
ブ
ツ
ブ
ツ
と
不
平
を
漏
ら
す
情
景
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
点
で
は
、『
漢
詞
』
の
❶
「
低
語
」（
さ
さ
や
く
『
大
漢
』）
の
解
釈
が
近

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
唐
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
喃
喃
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
が
、

そ
の
用
法
に
つ
い
て
次
の
表
二
に
ま
と
め
て
み
た
。

表
二
　
唐
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
喃
喃
」
の
意
味
用
法

「
喃
喃
」
の
意
味
用
法

用
例
数

用
例
資
料
・
作
者
名

鳥
の

鳴
き
声

燕

4

（8）

顧
況
、
白
居
易
、
唐
彦
謙
、
光
威
裒
、
他

鵲

1

杜
牧

鳳

1

施
肩
吾

種
不
詳

2

孟
郊
、
貫
休

人
の
声

書
物
を
読
む
声

2

（5）

寒
山

会
話
の
声

2

可
止
、『
北
史
』

歌
声

1

魚
玄
機

合
計

13

『
全
唐
詩
』
十
二
例
、
散
文
一
例
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ま
ず
、『
全
唐
詩
』
に
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
散
文
に
は
例
が
そ
れ
ほ
ど
残

っ
て
い
な
い
語
で
あ
る
と
言
え
る
。
意
味
と
し
て
は
、「
鳥
の
鳴
き
声
」
と
し

て
の
用
法
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
事
が
分
か
っ
た
。
こ
の
「
鳥
の
鳴
き

声
」
の
用
法
は
、
辞
書
語
釈
で
は
『
漢
詞
』
の
第
三
義
に
あ
る
の
み
で
あ
っ
た

が
、
今
回
確
認
で
き
た
用
例
を
見
る
限
り
、
唐
以
前
に
お
い
て
は
主
流
の
用
法

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
人
の
声
と
し
て
の
用
法
で
は
、
本
を
読
ん

だ
り
、「
低
語
」「
細
語
」
と
表
さ
れ
る
様
に
、
ブ
ツ
ブ
ツ
と
呪
文
の
ご
と
く
、

あ
る
程
度
長
さ
の
あ
る
発
語
を
す
る
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

更
に
、
表
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、「
喃
喃
」
が
「
語
」
と
共
起
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
例
が
全
十
三
例
中
の
九
例
を
占
め
た
。
道
真
詩
に
お
い
て
も
「
喃

喃
嘖
嘖
如
含
語
」
と
「
語
」
が
共
起
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
と

言
え
る
（
注
二
）。「
語
」
は
、「
か
た
る
」
の
訓
が
示
す
通
り
、
主
に
「
談
話; 

談
論
」（「
語
」
の
『
漢
詞
』
第
一
義
）
を
意
味
し
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
あ
る

言
葉
・
文
章
を
話
す
情
景
を
表
す
と
言
え
る
。「
喃
喃
」
に
つ
い
て
も
、
人
間

の
お
喋
り
の
様
な
、
継
続
す
る
鳥
の
鳴
き
声
を
表
し
て
い
る
事
を
、
こ
の

「
語
」
と
の
共
起
の
関
係
性
が
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、

鳥
の
声
に
用
い
る
用
法
も
、
人
の
声
に
用
い
る
「
喃
喃
」
の
意
味
用
法
と
通
じ

て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

道
真
詩
に
お
け
る
「
喃
喃
」
は
、
唐
詩
に
お
い
て
一
般
的
で
あ
っ
た
、
鳥

（
特
に
燕
）
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
で
用
い
ら
れ
、
ま
た
「
語
」
と
共
起
す

る
点
も
、
中
国
例
に
沿
っ
た
用
法
で
あ
る
と
言
え
る
。

五
─
（
三
）、「
嘖
嘖
」
の
中
国
用
例

　

ま
ず
辞
書
語
釈
を
確
認
す
る
。

〈「
嘖
嘖
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』
❶
象
声
詞
。
形
容
声
音
軽
細
。
多
指
鳥
虫
鳴
声
。
❷
嘆
詞
。
表
示
賛

嘆
、
嘆
息
、
驚
異
等
。
❸
形
容
議
論
紛
紛
。

『
大
漢
』
㊀
言
葉
の
や
か
ま
し
い
さ
ま
。
言
ひ
争
ふ
さ
ま
。
㊁
口
々
に
や
か
ま

し
く
噂
を
す
る
さ
ま
。
口
々
に
称
讃
し
て
措
か
ぬ
さ
ま
。
㊂
鳥
の
鳴
く

声
。

『
学
研
漢
和
』
し
き
り
に
舌
打
ち
し
て
ほ
め
る
さ
ま
。

『
日
国
』〔
名
〕（
形
動
タ
リ
）
口
々
に
言
い
は
や
す
さ
ま
。
ま
た
、
盛
ん
に
ほ

め
た
て
る
こ
と
。

　
「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
も
「
喃
喃
」
と
同
じ
く
、
辞
書
語
釈
で
は
「
鳥
の
鳴
き

声
」
と
し
て
の
用
法
は
主
と
さ
れ
て
い
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
。『
大
漢
』
で

は
「
言
ひ
争
ふ
さ
ま
」
が
第
一
義
と
さ
れ
て
お
り
、『
日
国
』
に
は
鳥
の
鳴
き

声
と
し
て
の
用
法
の
記
載
が
な
い
。『
漢
詞
』
に
の
み
「
象
声
詞
」
と
し
て
、

「
鳥
虫
鳴
声
」
の
用
法
が
第
一
義
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
大
漢
』『
学
研
漢
和
』

『
日
国
』
で
は
、「
言
葉
の
や
か
ま
し
い
」「
口
々
に
言
い
は
や
す
」
等
、
人
間

の
発
話
に
用
い
る
表
現
と
し
て
の
語
釈
が
主
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。「
嘖
」

の
字
音
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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〈「
嘖
」
字
音
〉

『
切
韻
』﹇Pelliot. 2011

﹈　

入
声
麦
韻
・
側
革
反　

怒
亦
嘖

『
広
韻
』  
入
声
陌
韻
・
側
伯
切
、
入
声
麦
韻
・
士
革
切　
　

嘖
叫
也
、
入
声
麦

韻
・
側
革
切　

大
呼
声

『
学
研
漢
和
』（
中
古
音
）t・s・ɛ k

※
『
切
韻
』
は
「
謮
」（
口
偏
で
は
な
く
言
偏
）
字
の
記
述
を
引
用
し
た
。

意
注
に
「
亦
嘖
」
と
あ
り
、「
謮
」
と
「
嘖
」
は
通
用
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。『
広
韻
』
に
お
け
る
「
謮
」（
入
声
麦
韻
・
側
革
切
）
の

意
注
に
も
、「
同
上
（
引
用
者
注
・
嘖
）」
と
あ
っ
た
。

　
『
学
研
漢
和
』
の
音
声
記
号
に
基
づ
き
、
入
声
で
あ
る
点
も
考
慮
す
れ
ば
、

「
嘖
嘖
」
は
「
ツ
ェ
ッ
ツ
ェ
ッ
」
と
言
う
音
に
近
い
だ
ろ
う
か
。
舌
打
ち
の
様

な
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
的
な
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
中
国
に
お
け
る
「
嘖
嘖
」
の
用
法
を
確
認
し
て
み
る
。『
全
唐
詩
』

に
は
計
十
例
が
確
認
で
き
、
内
九
例
が
鳥
の
鳴
き
声
、
一
例
が
虫
の
音
に
対
し

て
の
用
例
で
あ
っ
た
。
以
下
、
年
代
順
に
四
例
を
挙
げ
る
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
一
三
六　

儲
光
羲
「
野
田
黄
雀
行
」

嘖
嘖
野
田
雀　

不
知
軀
体
微

間
穿
深
蒿
裡　

争
食
復
争
飛

（
後
略
）

　

こ
の
詩
は
耕
地
で
遊
ぶ
雀
の
様
子
を
詠
ん
だ
、
の
ど
か
な
作
品
と
考
え
ら
れ

る
。「
不
知
軀
体
微
」（
体
の
小
さ
い
の
を
気
に
も
せ
ず
・
本
稿
執
筆
者
試
訳
）

飛
び
回
る
雀
の
様
子
が
浮
か
ん
で
く
る
。「
嘖
嘖
」
は
首
頭
に
置
か
れ
、
雀
の

鳴
き
声
を
ぱ
っ
と
想
起
さ
せ
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
解
せ
よ
う
か
。

○
『
全
唐
詩
』
巻
三
九
一　

李
賀
「
南
山
田
中
行
」

秋
野
明　

秋
楓
白

塘
水
漻
漻
虫
嘖
嘖

雲
根
苔
蘚
山
上
石

冷
紅
泣
露
嬌
啼
色

　
（
後
略
）

　

こ
ち
ら
の
李
賀
の
例
で
は
、
虫
の
鳴
き
声
に
「
嘖
嘖
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

季
節
は
「
秋
」
で
、
様
々
な
虫
の
鳴
き
声
が
想
像
さ
れ
る
。「
漻
漻
」
は
「
清

澈
貌
」（『
漢
詞
』）
な
の
で
、「
嘖
嘖
」
も
虫
の
清
ら
か
で
風
情
あ
る
鳴
き
声
の

形
容
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

○
『
白
氏
文
集
』
巻
六
「
観
稼
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文
集
二

上
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

　

累
累
繞
場
稼　
　

累
累
た
り
場
を
繞
る
稼か

　

嘖
嘖
群
飛
雀　
　

嘖
嘖
た
り
群
飛
の
雀
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年
豊
豈
独
人　
　

年
の
豊
か
な
る
は
豈
に
独
り
人
の
み
な
ら
ん
や

　

禽
鳥
声
亦
楽　
　

禽
鳥　

声
亦
た
楽
し
む

　

こ
の
白
詩
で
は
「
嘖
嘖
」
の
下
に
「
群
飛
雀
」
と
あ
っ
て
、
複
数
羽
の
雀
が

鳴
き
合
う
様
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
。
注
釈
書
で
は
「
ち
い
ち
い
と
鳴
き
騒

ぐ
雀
」
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
雀
の
鳴
き
声
の
擬
音
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。「
禽
鳥
声
亦
楽
」
と
も
あ
り
、
人
と
共
に
豊
年
を
喜
ぶ
雀
の
鳴
き

声
と
理
解
で
き
、「
う
る
さ
い
」
と
言
っ
た
否
定
的
な
感
情
は
無
い
様
に
思
わ

れ
る
。

○
『
白
氏
文
集
』
巻
十
「
渓
中
早
春
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

白
氏
文

集
二
下
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

　

愛
此
天
気
暖　
　

此
の
天
気
の
暖
か
な
る
を
愛
し
、

　

来
払
渓
辺
石　
　

来
り
て
は
渓
辺
の
石
を
払
ふ
。

　

一
坐
欲
忘
帰　
　

一
た
び
坐
す
れ
ば
帰
る
を
忘
れ
ん
と
欲
し
、

　

暮
禽
声
嘖
嘖　
　

暮ぼ

禽き
ん　

声
嘖
嘖
た
り
。

　

蓬
蒿
隔
桑
棗　
　

蓬ほ
う

蒿か
う　

桑さ
う
さ
う棗

を
隔
て
、

　

隠
映
煙
火
夕　
　

隠
映
す　

煙
火
の
夕
べ
。

　

同
じ
白
居
易
の
「
嘖
嘖
」
例
で
も
、
こ
ち
ら
は
「
暮
禽
」
の
鳴
き
声
と
し
て
、

雀
の
鳴
き
声
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
注
釈
書
で
は
「
日
暮
れ
の
鳥
た
ち
の

チ
チ
チ
と
鳴
く
声
」（
通
釈
）、「
鳥
が
軽
や
か
に
囀
る
さ
ま
」（
語
釈
）
と
解
さ

れ
て
お
り
、
引
用
初
句
に
「
天
気
暖
」
と
も
あ
る
様
に
、
の
ど
か
な
早
春
の
一

幕
の
情
景
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
全
唐
詩
』
以
外
の
道
真
以
前
の
中
国
例
と
し
て
は
、
今
回
、
以
下
の
『
爾

雅
』
と
『
三
国
志
』
の
二
例
の
み
を
確
認
で
き
た
。
後
漢
の
蔡
邕
の
「
短
人

賦
」
の
例
も
、「
嘖
嘖
」
の
例
と
し
て
『
大
漢
』
に
引
用
が
あ
っ
た
が
、
本
文

異
同
が
確
認
で
き
た
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
（
注
三
）。

○
『
爾
雅
』
釈
鳥
（
部
分
）﹇
四
部
叢
刊
初
編
﹈

　

 

春

鳻
鶞
夏

窃
玄
秋

窃
藍
冬

窃
黄
桑

窃
脂
棘

窃
丹
行

唶
唶
宵

　

嘖
嘖

　
「

」
は
「
農
桑
侯
鳥
的
通
称
」（『
漢
詞
』、
注
四
）
と
さ
れ
て
お
り
、
農

業
・
蚕
業
の
作
業
時
期
を
知
ら
せ
る
鳥
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は

「
宵

嘖
嘖
」
と
あ
る
の
で
、
特
に
宵
に
鳴
く
鳥
の
声
を
「
嘖
嘖
」
で
表
現
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
白
居
易
「
渓
中
早
春
」
の
例
で
も
、

「
暮
禽
」
の
鳴
き
声
と
し
て
「
嘖
嘖
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
夕
暮
れ
の
暗
い

時
間
帯
に
鳴
く
鳥
の
声
と
し
て
共
通
点
が
あ
る
と
言
え
る
。

○
『
三
国
志
』
魏
志
巻
二
十
九
管
略
伝
（
部
分
）﹇
乾
隆
御
覧
四
庫
全
書
薈
要
﹈

※
句
読
点
は
『
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
』
に
拠
る

父
為
利
漕
、
利
漕
民
郭
恩
兄
弟
三
人
、
皆
得
躄
疾
、
使
輅
筮
其
所
由
。
輅
曰

「
卦
中
有
君
本
墓
、
墓
中
有
女
鬼
、
非
君
伯
母
、
当
叔
母
也
。
昔
饑
荒
之
世
、
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当
有
利
其
数
升
米
者
、
排
著
井
中
、
嘖
嘖
有
声
、
推
一
大
石
、
下
破
其
頭
、

孤
魂
冤
痛
、
自
訴
於
天
。」
於
是
恩
涕
泣
服
罪
。

　

こ
の
『
三
国
志
』
の
用
例
は
『
大
漢
』
第
一
義
「
言
葉
の
や
か
ま
し
い
さ
ま
。

言
ひ
争
ふ
さ
ま
。」
の
用
例
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
、
人
の
声
と
し
て
の
用
例

で
あ
る
。
文
脈
か
ら
、
井
戸
に
落
ち
た
叔
母
の
、
助
け
を
求
め
る
様
な
声
と
解

せ
る
だ
ろ
う
か
。
井
戸
の
中
の
薄
暗
闇
と
い
う
情
景
は
、
先
掲
の
白
居
易
「
渓

中
早
春
」
と
『
爾
雅
』
の
夕
暮
れ
に
お
け
る
用
例
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
人
の
声
と
し
て
の
用
法
は
、
唐
代
以
前
で
は
今
回
こ

の
『
三
国
志
』
の
一
例
の
み
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

以
上
、『
全
唐
詩
』
と
『
爾
雅
』『
三
国
志
』
に
お
け
る
「
嘖
嘖
」
の
用
例
を

確
認
し
た
。
意
味
用
法
を
以
下
表
三
に
ま
と
め
て
み
た
。

表
三
　
唐
以
前
の
中
国
に
お
け
る
「
嘖
嘖
」
の
意
味
用
法

「
嘖
嘖
」
の
意
味
用
法

用
例
数

用
例
資
料
・
作
者
名

鳥
の

鳴
き
声

雀

5

（10）

李
端
、
武
元
衡
、
韓
愈
、
白
居
易
、
他

鵲

1

李
白
、
陳
陶

種
不
詳

4

『
爾
雅
』、
王
勃
、
孟
郊

虫
の
鳴
き
声
（
種
不
詳
）

1

李
賀

人
の
声

1

『
三
国
志
』

合
計

12

『
全
唐
詩
』
十
例
、
散
文
二
例

　

今
回
確
認
で
き
た
全
十
二
例
中
、
十
例
が
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
で
あ

り
、
唐
詩
を
中
心
に
「
嘖
嘖
」
は
鳥
の
鳴
き
声
が
主
な
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
辞
書
語
釈
と
し
て
は
『
大
漢
』『
日
国
』
で
は
「
言
い
争

う
」
意
味
が
第
一
義
に
置
か
れ
て
お
り
、
表
三
で
示
し
た
意
味
用
法
の
傾
向
と

は
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。『
切
韻
』
の
「
謮
」
の
意
注
に
も
「
怒
」
と
あ

り
、
本
来
「
嘖
嘖
」
は
人
の
言
い
争
う
意
味
が
主
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
唐
代
の
詩
語
と
し
て
の
「
嘖
嘖
」
は
、『
大
漢
』『
日
国
』
に
あ
る

「
や
か
ま
し
い
」「
言
い
は
や
す
」
と
い
っ
た
意
味
よ
り
も
、『
漢
詞
』
第
一
義

に
「
鳥
虫
鳴
声
」
と
あ
る
よ
う
な
、
鳥
や
虫
の
鳴
き
声
を
表
す
用
法
が
中
心
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

道
真
詩
の
例
は
、
唐
詩
詩
語
と
し
て
の
用
法
に
従
っ
て
、
雀
の
鳴
き
声
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
─
（
四
）、『
菅
家
後
集
』「
喃
喃
嘖
嘖
」
例

　

前
節
ま
で
、「
喃
喃
」
と
「
嘖
嘖
」
そ
れ
ぞ
れ
の
中
国
用
例
を
確
認
し
て
き

た
。
両
語
共
に
、『
大
漢
』『
学
研
漢
和
』『
日
国
』
の
本
邦
の
辞
書
語
釈
上
は

「
く
ど
く
ど
と
語
る
」（『
大
漢
』
喃
喃
）、「
言
ひ
争
ふ
」（『
大
漢
』
嘖
嘖
）
と

言
っ
た
、
人
の
話
し
声
を
形
容
す
る
用
法
が
第
一
義
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

が
、
本
稿
の
小
調
査
で
、
少
な
く
と
も
唐
詩
詩
語
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
親
し

み
あ
る
「
鳥
の
鳴
く
声
」
の
擬
音
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
事

が
分
か
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
後
集
』
に
お
け
る
「
喃
喃
嘖
嘖
」

の
用
例
も
、『
川
口
大
系
』
や
柳
澤
氏
の
取
ら
れ
る
、
人
の
発
話
を
対
象
と
す

る
「
く
ど
く
ど
と
語
る
」「
や
か
ま
し
く
言
い
争
う
」
意
味
の
用
法
で
は
な
く
、

燕
雀
の
好
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
鳴
き
声
の
擬
声
語
と
取
る
方
が
自
然
で
は
な
い
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か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
唐
詩
の
用
例
の
中
で
も
、
特
に
白
居
易
の
用
例
と
し
て
「
喃
喃
」
一

例
、「
嘖
嘖
」
四
例
が
確
認
で
き
た
。「
喃
喃
」
も
「
嘖
嘖
」
も
、『
全
唐
詩
』

中
に
そ
れ
ぞ
れ
十
例
ほ
ど
し
か
用
例
が
な
く
、
唐
詩
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い

た
と
は
言
い
難
い
。「
喃
喃
嘖
嘖
」
が
用
い
ら
れ
た
道
真
詩
は
、
題
に
も
「
詠

楽
天
北
窓
三
友
詩
」
と
あ
る
様
に
、
白
詩
を
意
識
し
た
作
品
で
あ
り
、
白
居
易

の
用
い
た
「
喃
喃
」
と
「
嘖
嘖
」
の
影
響
が
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
詩
題
に
あ
る
白
楽
天
の
「
北
窓
三
友
詩
」
そ
の
も
の
に
は
「
喃

喃
」「
嘖
嘖
」
の
二
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
喃
喃
嘖
嘖
」
と
い
う
畳
語
連
続
の
表
現
は
、
今
回
の
調
査
で
は
中

国
・
本
邦
共
に
『
後
集
』
以
外
の
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。「
喃
喃
嘖
嘖
」

に
限
ら
ず
、「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
が
そ
れ
ぞ
れ
畳
語
連
続
を
成
す
例
と
し
て
は
、

「
喃
喃
」
に
は
無
く
、「
嘖
嘖
」
に
は
以
下
の
二
例
を
確
認
で
き
た
。

○ 

『
全
唐
詩
』
巻
三
八　

張
籍
「
廃
宅
行
」﹇
畑
村
・
橘
・
佐
藤
（
二
〇
一

二
）﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
拠
る

　

胡
馬
崩
騰
満
阡
陌　
　

胡
馬
崩
騰
し
て　

阡
陌
に
満
ち

　

都
人
避
乱
唯
空
宅　
　

都
人　

乱
を
避
け
て　

唯
だ
空
宅
の
み

　

宅
辺
青
桑
垂
宛
宛　
　

宅
辺
の
青
桑　

垂
る
る
こ
と
宛
宛
た
り

　

野
蚕
食
葉
還
成
繭　
　

野
蚕　

葉
を
食
ら
い　

還
た
繭
を
成
す

　

黄
雀
啣
草
入
燕
窠　
　

黄
雀　

草
を
啣ふ

く

ん
で　

燕え
ん

窠か

に
入
り

　

嘖
嘖
啾
啾
白
日
晩　
　

嘖
嘖
啾
啾
と
し
て　

白
日
晩く

る

　

去
時
禾
黍
埋
地
中　
　

去
る
時　

禾
黍　

地
中
に
埋
め

　

饑
兵
掘
土
翻
重
重　
　

饑
兵
土
を
掘
り
て
翻
す
こ
と
重
重
た
り

　
　
（
後
略
）

○
『
全
唐
詩
』
巻
四
八
五　

鮑
溶
「
巣
烏
行
」

　
　
（
前
略
）

　

黄
雀
亦
引
数
青
雀　

雀
飛
未
遠
烏
驚
落

　

既
分
青
雀
噉
爾
雛　

爾
雛
雖
長
心
何
如

　

将
飛
不
飛
猶
未
忍　

古
瑟
写
哀
哀
不
尽

　

殺
生
養
生
復
養
生　

嗚
嗚
嘖
嘖
何
時
平

　

二
例
共
「
嘖
嘖
」
は
雀
の
鳴
き
声
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
『
後
集
』
の
例
と
同
じ
七
言
詩
の
用
例
で
あ
る
。
一
例
目
の
張
籍
の
例
で

は
「
啾
啾
」
と
連
接
し
て
「
黄
雀
」
の
鳴
き
声
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
白
日
晩
る
」
と
も
あ
る
の
で
、
際
限
な
く
鳴
き
続
け
る
様
子
を
表
す
た
め
に

畳
語
を
重
ね
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
二
例
目
の
鮑
溶
の
例
で
は
「
嗚

嗚
」
と
連
接
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
嗚
嗚
」
に
つ
い
て
は
、
辞
書
語
釈
で
は

『
漢
詞
』「
❶
歌
詠
声；

吟
詠
声
。
❷
象
声
詞
。
多
形
容
低
沉
的
声
響
。」、『
大

漢
』「
う
た
を
歌
ふ
声
」
と
あ
り
、
特
に
鳥
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
は
記
述

が
な
か
っ
た
。
た
だ
、『
全
唐
詩
』
に
「
嗚
嗚
啄
人
鴉
」（
曹
鄴
「
築
城
」）
と
、

烏
の
鳴
き
声
と
し
て
の
用
法
も
見
ら
れ
、
こ
の
鮑
溶
の
詩
に
も
引
用
部
二
句
目

に
「
烏
」
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、「
嗚
嗚
」
は
烏
の
鳴
き
声
で
あ
る
と
見
る
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表
四
　『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
お
け
る
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」

語
と
用
例
の
所
在
『
川
口
大
系
』
解

釈

『
大
漢
和
辞
典
』

語
釈

『
漢
語
大
詞
典
』

語
釈

本
稿
の
道
真
詩

上
の
解
釈

嗷
嗷

『
菅
家
文
草
』

（
二
三
六
）

衆
口
の
罵
り
叫
ぶ

声
の
さ
ま

㊀
か
ま
び
す
し
く

呼
ぶ
声
。
㊂
衆
人

の
罵
り
そ
し
る
声

❶
哀
鳴
声；

哀
号

声
。
❷
形
容
衆
声

喧
雑
。

民
衆
の
不
満
の

声

咬
咬

『
菅
家
文
草
』

（
四
五
七
）

鳥
の
囀
る
声

鳥
の
鳴
く
声

鳥
鳴
声

鳥
の
鳴
く
声

喃
喃

『
菅
原
後
集
』

（
四
七
七
）

く
ど
く
ど
と
語
る

さ
ま
。
よ
り
多
く

燕
の
声
に
い
う

㊀
く
ど
く
ど
と
語

る

❶
低
語
声
。

❸
鳥
啼
声
。

燕
の
鳴
き
声

嘖
嘖

『
菅
家
後
集
』

（
四
七
七
）

や
か
ま
し
く
言
い

争
う
さ
ま
。
よ
り

多
く
雀
の
声
に
い

う

㊀
言
葉
の
や
か
ま

し
い
さ
ま
。
㊂
鳥

の
鳴
く
声
。

❶
象
声
詞
。
形
容

声
音
軽
細
。
多
指

鳥
虫
鳴
声
。

雀
の
鳴
き
声

　

○
『
大
漢
和
辞
典
』『
漢
語
大
詞
典
』
語
釈
に
は
、
第
一
義
と
、『
菅
家
文

草
』『
菅
家
後
集
』
の
用
法
に
当
た
る
語
釈
を
抜
粋
引
用
し
た
。

　

表
四
を
見
る
と
、「
嗷
嗷
」
と
「
咬
咬
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈

に
大
き
な
乖
離
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
咬
咬
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
川

口
大
系
』
で
は
「
鳴
く
」
で
は
な
く
「
囀
る
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、「
鳴
く
」

と
の
相
違
は
特
に
無
い
で
あ
ろ
う
と
本
稿
で
は
考
え
る
。
一
方
、「
喃
喃
」
と

「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
は
、『
川
口
大
系
』
と
『
大
漢
』
の
取
る
意
味
と
、
中
国
の

辞
典
で
あ
る
『
漢
詞
』
の
取
る
意
味
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
様
で
あ
る
。『
川

口
大
系
』『
大
漢
』
で
は
「
く
ど
く
ど
と
語
る
」「
や
か
ま
し
く
言
い
争
う
」
と

こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
捉
え
れ
ば
、「
嗚
嗚
嘖
嘖
」
は
、
道
真
詩
の
「
喃
喃
嘖

嘖
」
に
非
常
に
近
い
、
鳥
二
種
の
鳴
き
声
を
表
す
畳
語
を
並
べ
た
表
現
で
あ
る

と
言
え
る
。
ち
な
み
に
、
作
者
の
鮑
溶
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
一
首
作
品
が

採
ら
れ
て
い
る
中
唐
期
の
詩
人
で
あ
る
。

　
「
喃
喃
嘖
嘖
」
そ
の
も
の
の
用
例
は
中
国
例
と
し
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ら
の
畳
語
連
続
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
中
国
に
お
け
る

詩
の
語
法
と
し
て
も
異
質
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五
─
（
五
）、
燕
雀
の
鳴
き
声
に
関
す
る
諺

　

道
真
詩
の
「
喃
喃
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
、
燕
雀
の
鳴
き
声
を
表
し
た
擬
音
語
、

と
し
て
の
解
釈
を
提
示
し
た
が
、
こ
の
燕
と
雀
の
鳴
き
声
に
関
わ
る
諺
か
ら
、

道
真
詩
の
表
現
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

今
回
の
「
喃
喃
嘖
嘖
」
の
用
い
ら
れ
た
道
真
詩
の
情
景
│
│
読
経
を
し
て
い

る
傍
に
燕
雀
が
寄
っ
て
き
て
、
経
を
囀
る
か
の
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
│
│
と
い

う
の
は
、
本
邦
の
諺
「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
」
に
類
似
し
た
場
面
で
あ

る
と
言
え
る
。
太
田
（
一
九
七
一
）
に
よ
る
と
、
こ
の
「
勧
学
院
」
の
諺
は
平

安
末
期
成
立
の
『
宝
物
集
』
に
初
出
例
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
同
様
の
諺

と
し
て
「
文
屋
ほ
と
り
の
雀
は
秋
収
冬
蔵
と
鳴
く
」（「
秋
収
冬
蔵
」
は
『
千
字

文
』
中
の
一
節
で
あ
り
、
そ
の
語
句
を
唱
え
る
事
が
含
意
さ
れ
て
い
る
）
と
言

う
の
が
、
既
に
平
安
中
期
の
『
宇
津
保
物
語
』
に
断
片
的
な
が
ら
見
ら
れ
る
事

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平
安
前
期
の
道
真
の
「
喃
喃
嘖
嘖
如
含
語
」
と
言
う
表

現
も
、
こ
う
し
た
雀
が
語
句
を
囀
っ
て
い
る
様
だ
、
と
言
う
諺
の
発
想
に
連
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
捉
え
る
と
、
や
は
り

「
喃
喃
嘖
嘖
」
に
は
「
う
る
さ
い
」「
や
か
ま
し
い
」
と
言
っ
た
耳
障
り
な
意
味

合
い
は
な
く
、
燕
雀
の
、
人
間
の
語
句
を
喋
っ
て
い
る
様
な
馴
染
み
深
い
鳴
き

声
と
し
て
解
釈
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
燕
雀
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
諺
に

現
れ
る
様
な
、
身
近
な
小
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
感
覚
も
あ
っ
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
燕
雀
の
組
み
合
わ
せ
は
、
中
国
の
諺
「
燕
雀
安
知
鴻
鵠
之
志
哉
（
燕

雀
安
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
）」（『
史
記
』
陳
涉
世
家
）
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
小
鳥
、
延
い
て
は
「
比
喩
品
質
卑
劣
的
人
」（『
漢
詞
』「
燕
雀
」

第
二
義
）
を
表
す
定
型
の
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
、
直
接
「
燕
雀
」
と
表
さ

ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳴
き
声
の
擬
音
語
の
組
み
合
わ
せ
で
婉
曲
的
に
表
現
し
た

の
は
、
道
真
の
独
創
性
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

六
、  

道
真
詩
の
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
解
釈
ま
と
め

│
及
び
今
後
の
課
題

　

以
上
の
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
ま

と
め
る
と
、
次
の
表
四
の
様
に
な
る
。
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表
四
　『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
お
け
る
「
嗷
嗷
」「
咬
咬
」「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」

語
と
用
例
の
所
在
『
川
口
大
系
』
解

釈

『
大
漢
和
辞
典
』

語
釈

『
漢
語
大
詞
典
』

語
釈

本
稿
の
道
真
詩

上
の
解
釈

嗷
嗷

『
菅
家
文
草
』

（
二
三
六
）

衆
口
の
罵
り
叫
ぶ

声
の
さ
ま

㊀
か
ま
び
す
し
く

呼
ぶ
声
。
㊂
衆
人

の
罵
り
そ
し
る
声

❶
哀
鳴
声；

哀
号

声
。
❷
形
容
衆
声

喧
雑
。

民
衆
の
不
満
の

声

咬
咬

『
菅
家
文
草
』

（
四
五
七
）

鳥
の
囀
る
声

鳥
の
鳴
く
声

鳥
鳴
声

鳥
の
鳴
く
声

喃
喃

『
菅
原
後
集
』

（
四
七
七
）

く
ど
く
ど
と
語
る

さ
ま
。
よ
り
多
く

燕
の
声
に
い
う

㊀
く
ど
く
ど
と
語

る

❶
低
語
声
。

❸
鳥
啼
声
。

燕
の
鳴
き
声

嘖
嘖

『
菅
家
後
集
』

（
四
七
七
）

や
か
ま
し
く
言
い

争
う
さ
ま
。
よ
り

多
く
雀
の
声
に
い

う

㊀
言
葉
の
や
か
ま

し
い
さ
ま
。
㊂
鳥

の
鳴
く
声
。

❶
象
声
詞
。
形
容

声
音
軽
細
。
多
指

鳥
虫
鳴
声
。

雀
の
鳴
き
声

　

○
『
大
漢
和
辞
典
』『
漢
語
大
詞
典
』
語
釈
に
は
、
第
一
義
と
、『
菅
家
文

草
』『
菅
家
後
集
』
の
用
法
に
当
た
る
語
釈
を
抜
粋
引
用
し
た
。

　

表
四
を
見
る
と
、「
嗷
嗷
」
と
「
咬
咬
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈

に
大
き
な
乖
離
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。「
咬
咬
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
川

口
大
系
』
で
は
「
鳴
く
」
で
は
な
く
「
囀
る
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、「
鳴
く
」

と
の
相
違
は
特
に
無
い
で
あ
ろ
う
と
本
稿
で
は
考
え
る
。
一
方
、「
喃
喃
」
と

「
嘖
嘖
」
に
つ
い
て
は
、『
川
口
大
系
』
と
『
大
漢
』
の
取
る
意
味
と
、
中
国
の

辞
典
で
あ
る
『
漢
詞
』
の
取
る
意
味
に
若
干
の
差
異
が
あ
る
様
で
あ
る
。『
川

口
大
系
』『
大
漢
』
で
は
「
く
ど
く
ど
と
語
る
」「
や
か
ま
し
く
言
い
争
う
」
と

言
っ
た
、
騒
が
し
い
意
味
を
主
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
漢
詞
』
で
は
そ
う

し
た
意
味
を
主
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
が
道
真
詩
の
内
容
に
適
し

た
解
釈
で
あ
る
か
だ
が
、
今
回
の
『
全
唐
詩
』
を
中
心
と
し
た
用
例
調
査
か
ら

は
、『
漢
詞
』
の
語
釈
の
方
が
的
確
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
道
真
が
中
国
唐

代
の
言
葉
の
用
法
に
、
深
く
通
じ
て
い
た
事
を
示
す
一
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

更
に
「
嘖
嘖
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
中
国
の
『
漢
詞
』
に
お
け
る
「
多
指
鳥

虫
鳴
声
」
と
の
語
釈
は
、
前
章
に
お
け
る
中
国
用
例
の
小
調
査
か
ら
分
か
っ
た

語
彙
使
用
の
実
態
を
、
極
め
て
的
確
に
投
影
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
理
解
で
き

た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
邦
編
纂
の
三
辞
書
は
、「
人
」
か
「
鳥
」、
乃
至
「
人
」

の
み
で
の
用
法
に
し
か
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
確
認
で
き
た
実
際
の
用

法
と
は
や
や
乖
離
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
意
味
の
掲
載
順
に
つ
い
て
も
、

日
中
で
の
優
先
順
位
に
差
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、
中
国
の
辞
書
の
意
味

の
優
先
順
位
は
、
よ
り
中
国
の
実
際
の
用
例
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
た
。「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
の
二
語
の
事
象
で
は
あ
る
が
、
特
に
オ
ノ
マ

ト
ペ
的
語
彙
や
詩
語
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
実
際
の
用
例
を
吟
味
し
、
ま
た
日

中
の
辞
書
の
語
釈
の
差
違
に
も
注
意
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
事
が
確
認
で
き

た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
今
回
、「
喃
喃
」「
嘖
嘖
」
の
二
語
に
つ
い
て
、
辞

書
間
の
取
る
語
義
解
釈
の
差
異
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
う
し
た
例
が
他
に
も
存

在
す
る
か
、
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
。『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後

集
』
中
に
は
動
物
の
鳴
き
声
を
表
す
畳
語
は
今
回
の
四
語
の
み
で
あ
っ
た
が
、

本
邦
平
安
期
ま
で
の
他
の
漢
詩
漢
文
作
品
に
こ
う
し
た
鳴
き
声
を
表
し
た
漢
語
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の
例
が
な
い
か
、
そ
れ
ら
が
中
国
の
用
法
に
沿
っ
て
い
る
か
、
調
査
を
広
げ
て

み
た
い
。
中
国
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
的
な
語
彙
を
、
本
邦
の
平
安
期
ま
で
の
文
人
ら

が
ど
こ
ま
で
正
確
に
理
解
し
て
い
た
の
か
、
今
回
道
真
の
理
解
の
正
確
さ
は
確

認
で
き
た
が
、
他
の
文
人
の
例
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
み
た
い
。

〈
注
記
〉

一
、『
詩
経
』
中
の
も
う
一
例
の
「
嗷
嗷
」
例
は
以
下
の
一
例
。

○
『
詩
経
』
小
雅　

節
南
山
之
什
「
十
月
之
交
」（
部
分
）﹇『
新
釈
漢
文
大
系　

詩

経
中
』﹈
※
訓
読
も
こ
れ
に
よ
る

黽
勉
従
事　

不
敢
告
労　
　

黽つ

勉と

め
て
事
に
従
ひ　

敢
へ
て
労
を
告
げ
ず

無
罪
無
辜　

讒
口
囂
囂　
　

罪
無
く
辜つ
み

無
く
し
て　

讒
口
囂が
う
が
う囂

た
り

下
民
之
孼　

匪
降
自
天　
　

下
民
の
孼
わ
ざ
わ
ひは　

天
よ
り
降
る
に
匪あ
ら

ず

　

右
の
「
囂
囂
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
、『
漢
書
』
巻
三
十
六
「
楚
元
王
伝
第
六

劉
向
」﹇
欽
定
四
庫
全
書
本
、
王
先
謙
漢
書
補
注
本
﹈
に
お
い
て
「
嗸
嗸
」
と
な
っ

て
引
か
れ
て
お
り
、
古
く
は
「
嗸
嗸
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
意
味
と
し
て
は

「
か
ま
び
す
し
く
そ
し
る
こ
と
が
多
い
さ
ま
」（
注
釈
書
語
釈
）
で
あ
り
、「
嗸
嗸
」

辞
書
語
釈
の
「
衆
人
が
罵
り
そ
し
る
声
」（『
大
漢
』
㊁
）
で
も
通
じ
る
と
言
え
る
。

二
、「
喃
喃
」
と
「
語
」
の
密
接
な
関
係
か
ら
、「
喃
語
」
と
言
う
熟
語
が
想
起
さ
れ
る

が
、「
喃
語
」
は
唐
以
前
の
中
国
で
は
殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
語
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
た
。「
喃
語
」
の
辞
書
語
釈
は
以
下
の
通
り
。

〈「
喃
語
」
辞
書
語
釈
〉

『
漢
詞
』（
立
項
な
し
）

『
大
漢
』
く
ど
く
ど
と
語
る
。

『
学
研
漢
和
』
①
く
ど
く
ど
と
話
す
。
②
男
女
が
仲
よ
く
話
し
続
け
る
。

『
日
国
』
①
く
ど
く
ど
と
話
す
こ
と
。
ま
た
、
ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
し
ゃ
べ
る
こ
と
。

②
男
女
が
む
つ
ま
じ
く
か
た
り
あ
う
こ
と
。
③
乳
児
の
、
い
ま
だ
こ
と
ば
に
な

ら
な
い
段
階
の
発
声
。

　

こ
の
様
に
、
本
邦
で
は
「
男
女
が
話
し
続
け
る
」「
乳
児
の
発
声
」
と
言
っ
た
意

味
に
も
用
い
ら
れ
る
、
あ
る
程
度
用
例
の
見
え
る
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
の
調

査
で
は
中
国
に
お
け
る
唐
以
前
の
「
喃
語
」
の
用
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。「
喃

語
」
の
持
つ
「
男
女
が
話
し
続
け
る
」「
乳
児
の
発
声
」
と
言
っ
た
意
味
は
、
中
国

唐
代
、
ま
た
道
真
の
時
代
の
本
邦
に
は
無
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
道
真
詩
の
「
喃

喃
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
男
女
の
睦
ま
じ
い
話
し
声
や
、
乳
児
語
の
様
な
舌
足
ら
ず

な
声
を
当
て
は
め
る
事
は
で
き
な
い
と
考
え
た
い
。

三
、
蔡
邕
の
作
品
集
『
蔡
中
郎
集
』
に
て
「
短
人
賦
」
を
確
認
す
る
と
、﹇
欽
定
四
庫

全
書
﹈
で
は
「
嘖
嘖
怒
語
」
と
あ
る
箇
所
が
、﹇
四
部
叢
刊
初
編
﹈
で
は
「

8

嘖
怒

語
」
と
な
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
が
優
れ
た
文
で
あ
る
か
確
実
に
は
決
め
難
い
が
、

「
怒
語
」
に
係
る
語
と
し
て
は
「

嘖
」（「
さ
け
ぶ
」
意
『
大
漢
』）
の
方
が
よ
り
適

し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
蔡
邕
「
短
人
賦
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

で
は
「
嘖
嘖
」
の
用
法
の
検
証
に
用
い
る
こ
と
は
避
け
た
。

四
、「

」
に
つ
い
て
、『
大
漢
』
で
は
「
ふ
な
し
う
ず
ら
」（
鳥
の
種
名
）
の
意
味
し

か
記
載
が
な
か
っ
た
が
、『
爾
雅
』
の
用
例
に
は
合
わ
な
い
解
釈
と
思
わ
れ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

清
藤
鶴
美
（
一
九
四
三
）『
菅
家
後
草
謹
解
』
太
宰
府
天
満
宮
飛
梅
講
社
本
部

清
藤
鶴
美
（
一
九
五
三
）『
菅
家
後
草
』
太
宰
府
天
満
宮
学
業
講
社

太
田
晶
一
郎
（
一
九
七
一
）「
勧
学
院
の
雀
は
な
ぜ
蒙
求
を
囀
っ
た
か
」『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
報
』
六

清
藤
鶴
美
（
一
九
七
一
）『
菅
家
の
文
華
』
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所

柳
澤
良
一
（
二
〇
〇
二
）「『
菅
家
後
集
』
注
解
稿
（
三
）」『
北
陸
古
典
研
究
』
一
七

谷
口
孝
介
（
二
〇
〇
六
）『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』
塙
書
房
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畑
村
学
・
橘
英
範
・
佐
藤
大
志
（
二
〇
一
二
）「
張
籍
詩
訳
注
（
二
〇
）
│
「
隴
頭
行
」

「
廃
宅
行
」「
秋
夜
長
」
│
」『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
五
八

安
部
清
哉
・
中
山
大
輔
（
二
〇
一
二
）「
唐
詩
詩
語
「
欹
枕
」
の
漢
文
訓
読
語
と
し
て

の
「
枕
を
そ
ば
だ
て
て
（
聞
く
）」（
側
臥
）」『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
五

九
中
山
大
輔
（
二
〇
二
二
甲
）「『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
を
中
心
に
見
た
上
代
・
中

古
前
期
の
漢
語
畳
語
の
受
容
│
併
せ
て
川
口
久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
の
「
適
〻
遇
」

を
「
適
遇
」
に
訂
す
」『
人
文
』
二
〇

中
山
大
輔
（
二
〇
二
二
乙
）「『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
か
ら
見
た
仏
教
語
・
唐
代

口
語
の
受
容
│
畳
語
を
例
と
し
て
│
」『
東
洋
文
化
研
究
』
二
四

中
山
大
輔
（
二
〇
二
三
）「
道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
（
其
三
・

『
全
唐
詩
』
に
稀
な
畳
語
篇
）「
煢
煢
」「
芬
芬
」「
懍
懍
」「
脛
脛
」
│
併
せ
て
川
口

久
雄
氏
校
注
旧
大
系
本
の
字
体
「
㷀
」
を
検
証
す
る
│
」『
学
習
院
大
学
国
語
国
文

学
会
誌
』
六
六

中
山
大
輔
（
予
定
稿
）「
道
真
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
の
漢
語
研
究
（
其
五
・

「
𠮟
𠮟
忩
忩
」）」（
口
頭
発
表
予
定
）

〈
参
考
資
料
〉

川
口
久
雄
『
日
本
古
典
文
学
大
系
七
二　

菅
家
文
草　

菅
家
後
集
』
岩
波
書
店
、
一
九

六
六
年

『
菅
家
文
草
』﹇
国
立
公
文
書
館　

慶
長
本
﹈　

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ　

請
求
番
号　

特
一
二
一
│
〇
〇
〇
六　

※
内
、
巻
十
三
の
部
分
が
『
菅
家
後
集
』
に

当
た
る
。

『
菅
家
後
草
』﹇
貞
享
四
年
版
本
﹈　 

早
稲
田
大
学
図
書
館　

請
求
記
号　

へ
一
六　

〇

〇
五
〇
六

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
第
二
版
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
年

藤
堂
明
保
『
学
研
漢
和
大
字
典
』
学
習
研
究
社
、
一
九
七
八
年

『
漢
語
大
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
六
年

『
佩
文
韻
府
』
索
引
本
、
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
『
刊
謬
補
闕
切
韻
』Pelliot. 2011 https://gallica.bnf.fr/
ark:/12148/btv1b8300232g

大
英
図
書
館
蔵
『
切
韻
』Stein. 2071 http://idp.bl.uk/database/oo_scroll_h.

a4d?uid=2461910755;recnum
=2070

『
大
宋
重
修
広
韻
』
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
請
求
記
号
W 

A
三

五
│
三

『
全
唐
詩
検
索
系
統
』http://cls.lib.ntu.edu.tw/tang/D

atabase/index.htm
l

『
唐
宋
詞
全
文
資
料
庫
』http://cls.lib.ntu.edu.tw/C

SP/W
_D

B/index.htm

『
宋
詩
』
元
智
大
学http://cls.lib.ntu.edu.tw/Q

SS/hom
e.htm

『
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
』http://hanchi.ihp.sinica.edu.tw/ihp/hanji.htm

『
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
画
』https://ctext.org./zh

内
田
泉
之
助
・
網
祐
次
『
新
釈
漢
文
大
系
一
四　

文
選
（
詩
篇
）
上
』
明
治
書
院
、
一

九
六
三
年

吉
田
賢
杭
『
新
釈
漢
文
大
系
三
八　

史
記
一
』
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年

高
橋
忠
彦
『
新
釈
漢
文
大
系
八
一　

文
選
（
賦
篇
）
下
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年

岡
村
繁
『
新
釈
漢
文
大
系
九
七　

白
氏
文
集
一
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
七
年

岡
村
繫
『
新
釈
漢
文
大
系
九
八　

白
氏
文
集
二
上
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年

岡
村
繫
『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
七　

白
氏
文
集
二
下
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年

石
川
忠
久
『
新
釈
漢
文
大
系
一
一
一　

詩
経
中
』
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年

川
口
久
雄
・
若
林
力
『
菅
家
文
草
菅
家
後
集
詩
句
總
索
引
』
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年

【
付
記
】
本
稿
の
論
述
に
つ
い
て
は
、
安
部
清
哉
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）
に
ご
指
導

を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
」
の
諺
と
の
関
わ
り
は
、
先

生
の
ご
示
唆
を
基
に
本
稿
執
筆
者
が
考
察
を
試
み
た
も
の
で
す
。
な
お
、
初
校
時
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『
全
唐
詩
』
巻
三
八
「
廃
居
行
」
に
関
し
て
の
ご
教
授
と
、
そ
の
注
釈
論
文
の
畑

村
・
橘
・
佐
藤
（
二
〇
一
二
）
も
併
せ
て
お
示
し
頂
き
、
加
筆
・
修
正
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
T

he study of C
hinese words in M

ichizane’ s “ K
anke Bunso” , “ K

anke 
K

oushu”

（the fourth volum
e: the reduplications which express the crying 

sounds ’嗷
嗷

’ , ’咬
咬

’ , ’喃
喃

’ , ’嘖
嘖

’ .
N

A
K

A
YA

M
A

 D
aisuke

 T
his article deals w

ith the four words of ‘嗷
嗷

,’  ‘咬
咬

,’  ‘喃
喃

,’  ‘嘖
嘖

,’  w
hich 

are C
hinese w

ords found in “ K
anke B

unso”  and “ K
anke K

oushu” . T
he 

purpose of this book is to exam
ine the interpretation of M

ichizane’ s works in 
light of the usage in C

hina, including whether there is a Japanese-style aspect 
unique to Japan. A

s a result of the investigation, it w
as confirm

ed that these 
four words were used w

ith correct m
eanings in accordance w

ith the usage in 
C

hina.
 A

s for ‘喃
喃

,’  ‘嘖
嘖

,’  in the poem
 in “ K

anke K
oushu” , H

isao K
aw

aguchi’ s 
annotations on the Taikei

（old edition

）, etc, state that ’ noisy,’  and the 
interpretation of “ D

aikanw
a Jiten”

（second edition

）has the sam
e m

eaning. 
H

ow
ever, w

hen w
e checked the exam

ples of poem
s in the Tang D

ynasty in 
C

hina, we found that som
e poem

s were sim
ply used as birdsong w

ithout the 
m

eaning of ’ noisy,’  and it is highly possible that the use of “ K
anke K

oushu”  
w

as used in a sense close to this C
hinese exam

ple. It can be said that it is 
necessary to be careful in interpreting the w

ords in a poem
, and it is an 

exam
ple that shows the richness of M

ichizane’ s usage of vocabulary.

　

Key W
ords :   Sugaw

ara no M
ichizane, K

anke bunsou, K
anke koushu, 

reduplication, onom
atopoeia
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